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当
館
は
、
文
献
資
料
の
調
査
研
究
、

収
集
、
整
理
及
び
保
存
等
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
四
七
年
に
大
学
共
同
利
用
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
。

以
来
三
○
余
年
に
わ
た
り
、
全
国
各
地

に
散
在
す
る
国
文
学
資
料
約
三
○
万
点

の
調
査
を
実
施
し
、
約
一
八
万
点
に
つ

い
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
る

収
集
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
の
保
存
、
公

開
等
に
も
力
を
注
ぎ
、
高
い
評
価
を
得

て
き
た
。

現
在
の
組
織
体
制
は
、
調
査
・
収
集

に
つ
い
て
は
文
献
資
料
部
が
、
調
査
・

収
集
を
行
っ
た
各
種
資
料
の
整
理
・
保

存
・
閲
覧
に
つ
い
て
は
整
理
閲
覧
部
が
、

こ
れ
ら
の
研
究
に
必
要
な
情
報
等
の
提

供
に
つ
い
て
は
研
究
情
報
部
が
、
ま
た
、

原
史
料
等
の
保
存
・
管
理
方
法
の
研

究
・
普
及
活
動
に
つ
い
て
は
史
料
館
が

そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
な
ど
、
事
業
を
中

心
と
し
た
組
織
体
制
に
よ
る
運
営
を
行

っ
て
き
た
。

し
か
し
、
収
集
し
た
資
料
及
び
約
三

○
万
点
に
及
ぶ
調
査
情
報
に
関
し
て
は
、

前
述
の
部
館
ご
と
に
個
別
的
な
研
究
事

国
文
学
研
究
資
料
館
の

組
織
改
組
に
つ
い
て

業
体
制
を
と
っ
て
い
た
た
め
に
、
全
館

的
、
横
断
的
な
研
究
に
充
分
活
用
さ
れ

た
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た

外
部
評
価
委
員
会
の
中
間
報
告
に
お
い

て
も
「
国
文
学
研
究
資
料
館
が
事
業

（
資
料
の
収
集
・
整
理
・
提
供
）
の
体

制
と
研
究
の
体
制
と
を
両
つ
な
が
ら
確

立
す
る
た
め
に
は
、
数
々
の
問
題
が
解

決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
事
業
の
た
め
の
事

業
に
な
ら
ぬ
よ
う
留
意
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

組
織
自
体
の
見
直
し
が
真
剣
に
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
四
月
に
当
館

を
基
盤
と
す
る
総
合
研
究
大
学
院
大
学

文
化
科
学
研
究
科
日
本
文
学
研
究
専
攻

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
が
設
置
さ

れ
、
基
盤
機
関
と
し
て
、
教
育
の
基
礎

と
な
る
研
究
活
動
の
重
要
性
が
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
館
に
お
け
る
研
究

と
事
業
の
均
衡
を
図
り
、
両
者
が
両
輪

円

と
な
っ
て
機
関
と
し
て
の
機
能
を
よ
り

高
め
て
い
く
た
め
の
体
制
整
備
が
、
緊

急
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
研
究
体
制
の
構
築
、
調

査
・
収
集
等
事
業
体
制
の
整
備
を
行
い
、

創
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
集
積
さ

れ
た
膨
大
な
資
料
及
び
情
報
を
基
盤
と

し
、
文
献
資
料
学
・
書
誌
学
を
基
礎
と

し
た
総
合
的
学
術
研
究
の
推
進
を
図
り
、

ま
た
国
内
外
の
関
連
資
料
の
調
査
・
収

集
等
の
事
業
を
一
層
充
実
さ
せ
、
日
本

文
学
及
び
そ
の
関
連
の
資
料
研
究
等
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
組
織
改
組

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

当
面
、
垂
点
を
置
い
て
推
進
す
べ
き

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
日
本
文
学
の
総
合
的
研
究
及
び

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
の
推
進

（
２
）
日
本
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の

他
の
資
料
の
調
査
研
究
、
収
集
、
整

理
、
保
存
及
び
情
報
の
提
供
等
、
実

施
体
制
の
整
備

（
３
）
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
教
育

研
究
及
び
他
大
学
の
要
請
に
応
じ
、

当
該
大
学
の
大
学
院
に
お
け
る
教
育

へ
の
協
力

研
究
と
事
業
を
分
離
・
独
立
さ
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
を
効
率
的
、
効
果
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
有
機
的
連
携

角

を
図
る
た
め
、
研
究
部
門
と
事
業
部
門

を
立
ち
上
げ
る
。

ま
ず
研
究
部
門
に
お
い
て
は
、
現
在

の
四
部
館
体
制
を
廃
止
し
、
次
の
四
研

究
系
を
置
く
。

１
．
文
学
資
源
研
究
系

書
籍
の
形
態
を
と
る
文
学
資
源
に
関

し
て
、
原
本
調
査
に
基
づ
い
た
総
合

研
究
を
行
い
、
日
本
文
学
と
し
て
の

資
料
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

２
．
文
学
形
成
研
究
系

日
本
文
学
の
作
品
形
成
に
関
し
、
本

文
の
調
査
か
ら
作
品
の
成
立
、
享
受
、

表
現
等
に
至
る
多
様
な
問
題
を
総
合

的
に
研
究
し
、
日
本
文
学
の
文
学
的

特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

３
．
複
合
領
域
研
究
系

文
学
と
他
の
領
域
の
連
動
に
関
す
る

複
合
研
究
を
行
い
、
日
本
文
学
研
究

に
新
た
な
視
点
を
導
入
す
る
。
（
人

間
文
化
研
究
機
構
内
の
研
究
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
る
。
）

４
．
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系

古
文
書
か
ら
電
子
記
録
ま
で
の
記

録
史
料
に
つ
い
て
、
資
源
・
管
理
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
総
合
的
研
究
を
行

い
、
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
資
源
と
し
て
の

活
用
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
。

全
教
員
を
い
ず
れ
か
の
研
究
系
に
所

属
さ
せ
る
。
ま
た
、
各
研
究
系
は
部
門
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制
で
は
な
く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
と

し
て
、
一
研
究
系
に
二
～
三
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
、
各
教
員
は
一
つ

以
上
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
属
す
る

も
の
と
す
る
。

事
業
部
門
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

国
文
学
部
門
と
歴
史
史
料
部
門
が
個
別

に
実
施
し
て
き
た
事
業
、
業
務
の
集
約
、

一
元
化
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
の
有

機
的
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
情
報
事

業
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
次
の
四
事
業

部
を
置
く
。

１
．
調
査
収
集
事
業
部

日
本
文
学
を
中
心
と
す
る
文
献
資
料

及
び
そ
の
周
辺
資
料
の
調
査
収
集
を

行
い
、
共
同
利
用
に
供
す
る
。

２
．
電
子
情
報
事
業
部

館
の
研
究
及
び
事
業
の
成
果
を
電
子

情
報
と
し
て
提
供
し
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
有
効
・
適
切
な
運
用
を
図
る
と

と
も
に
、
他
機
関
に
お
け
る
電
子
化

事
業
と
の
連
携
を
進
め
る
。

３
．
普
及
・
連
携
活
動
事
業
部

館
の
事
業
を
広
く
公
開
・
普
及
す
る

た
め
、
講
演
、
展
示
、
研
究
集
会
、

講
習
会
等
の
諸
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
他
機
関
と
の
連
携
、
及
び
国
際

交
流
を
図
る
活
動
を
実
施
す
る
。

４
．
情
報
資
料
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

図
書
・
資
料
の
受
入
、
整
理
・
保
管
、

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
業
務
を

行
う
と
と
も
に
、
他
事
業
部
と
連
携

し
て
電
子
資
料
館
シ
ス
テ
ム
を
推
進

す
る
。

全
教
員
は
一
つ
以
上
の
事
業
を
兼
務

し
、
事
業
担
当
の
事
務
職
員
と
一
体
と

な
っ
て
調
査
、
収
集
か
ら
整
理
、
保
存
、

閲
覧
、
情
報
提
供
に
至
る
ま
で
を
、
事

業
・
業
務
の
一
貫
し
た
流
れ
と
し
て
確

立
さ
せ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
体

制
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
事
務
部
門
に
お
い
て
も
、
各

業
務
を
見
直
し
、
一
層
の
効
率
化
を
図

る
と
と
も
に
、
法
人
化
に
伴
う
新
た
な

業
務
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
組
織
を

管
理
部
に
集
約
・
一
元
化
し
、
事
務
組

織
の
充
実
を
図
る
。

ま
ず
、
整
理
閲
覧
部
門
及
び
事
業
担

角
「一一.一一.一一一一一‘一一一一一一一ー‘ーーーー可

一
‐
‐
口 ］

部
郁
嘩
癖

一
認
識
鋤
嘩

タ
事
事
携
罪

ン
集
報
連
料

セ
収
悩
・
資

梁
査
子
及
報

叩
関
矼
普
梢

癖
Ｆ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ

当
部
門
の
集
中
・
一
元
化
を
行
い
、
管

理
部
に
事
業
課
を
設
置
し
、
教
員
と
一

体
と
な
っ
て
情
報
事
業
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
当
た
り
、
事
業
の
推
進
及
び
充
実

を
図
る
。

ま
た
庶
務
課
を
総
務
課
と
し
て
、
庶

務
、
人
事
、
教
育
・
研
究
協
力
、
経
常

的
経
理
の
事
務
処
理
に
当
た
り
、
会
計

課
を
企
画
財
務
課
と
し
て
、
法
人
化
に

伴
い
重
要
度
が
増
す
企
画
（
中
期
計
画
、

年
度
計
画
）
・
評
価
、
財
務
・
経
営
分

析
、
資
産
管
理
等
の
事
務
を
処
理
す
る

こ
と
と
す
る
。

法
人
化
後
、
当
館
が
大
学
共
同
利
用

機
関
と
し
て
の
機
能
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
改
組
後
の
研
究
系

と
事
業
部
門
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
国
内
外
の
機
関
と
の
共
同
研
究
等

r‘一一‘ﾛ･･ﾛ，‘ﾛ｡一一一一一一一‘ー‘ーー！ー

掴撒
運用・管理

I○データベース
運用・管理

IO図書資料等の
受入・登録・

整理・保存・

管理

I○閲覧サービス
・レファレンス

サーピス
ロ ．

-匝藤扉1

－｢蚕両肝霧藻1

戸､

に
よ
る
連
携
協
力
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
も
、
非
常
に
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
研
究
連
携
委
員
会
を
設
置

し
、
共
同
研
究
及
び
事
業
の
連
携
の
推

進
方
策
等
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
う
も

の
と
す
る
。

こ
う
し
た
平
成
一
六
年
四
月
か
ら
の

組
織
改
組
に
つ
い
て
は
、
運
営
協
議
員

会
及
び
評
議
員
会
で
了
承
を
得
て
い
る
。

研
究
系
に
お
け
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
具
体
案
が
出
来
つ
つ
あ
り
、
教
員
の

配
置
も
概
ね
決
定
し
た
。
新
年
早
々
か

ら
、
す
で
に
各
新
研
究
系
及
び
新
事
業

部
の
活
動
は
始
め
ら
れ
て
お
り
、
人
間

文
化
研
究
機
構
の
中
の
「
国
文
学
研
究

資
料
館
」
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に

し
、
評
価
に
足
る
研
究
成
果
を
挙
げ
る

べ
く
、
迩
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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国
文
学
研
究
資
料
館
と
漸
江
大
学
日
本

文
化
研
究
所
と
の
間
に
お
け
る
学
術
交

流
に
関
す
る
協
定
書
（
原
文
横
書
き
）

国
文
学
研
究
資
料
館
（
日
本
国
）
と

断
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
（
中
華
人

民
共
和
国
）
は
、
相
互
に
理
解
と
友
好

国
文
学
研
究
資
料
館
は
、
か
ね
て
か

ら
海
外
の
日
本
文
学
研
究
機
関
と
の
交

流
を
深
め
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
漸
江

大
学
日
本
文
化
研
究
所
（
中
華
人
民
共

和
国
斯
江
省
杭
州
市
）
と
の
間
に
、
学

術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
を
取
り
交
わ

し
た
。
同
研
究
所
と
は
こ
こ
数
年
来
、

中
国
所
在
日
本
古
典
籍
の
調
査
を
協
同

し
て
行
っ
て
き
た
。
平
成
一
二
年
度
に

は
王
勇
所
長
が
当
館
客
員
教
授
と
し
て

一
年
間
滞
在
、
共
同
研
究
を
主
催
し
、

そ
の
成
果
は
『
奈
良
・
平
安
期
の
日
中

文
化
交
流
ブ
ッ
ク
ロ
ー
ド
の
視
点
か

ら
」
（
王
勇
・
久
保
木
秀
夫
編
、
農
山

漁
村
文
化
協
会
、
平
成
一
三
年
）
と
し

て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
研
究
・

事
業
・
大
学
院
教
育
な
ど
多
方
面
に
わ

た
る
交
流
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

断
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
と
の

学
術
交
流
協
定

第
１
条
両
機
関
は
、
平
等
と
互
恵
を

基
本
と
し
、
双
方
が
関
心
を
持
つ
学
術

分
野
に
お
い
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い

て
交
流
、
協
力
を
促
進
す
る
も
の
と
す

る
。

（
１
）
研
究
者
の
交
流

（
２
）
共
同
研
究
の
実
施

（
３
）
識
義
、
講
演
及
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
実
施

（
４
）
学
術
情
報
及
び
資
料
の
交
換

（
５
）
両
機
関
で
合
意
さ
れ
た
そ
の

他
の
事
項

第
２
条
前
条
に
基
づ
く
交
流
の
実
施

細
目
に
つ
い
て
は
、
本
協
定
書
に
基
づ

き
両
機
関
で
協
議
し
、
決
定
す
る
も
の

と
す
る
。

第
３
条
こ
の
協
定
は
、
両
機
関
の
代

表
者
が
協
定
瞥
に
署
名
し
た
日
か
ら
効

力
を
有
し
、
５
年
間
有
効
と
す
る
。
ま

た
、
有
効
期
間
は
、
両
機
関
の
合
意
で

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
４
条
こ
の
協
定
の
有
効
期
間
内
に

を
深
め
、
両
機
関
の
間
に
お
け
る
学
術

交
流
と
研
究
協
力
を
促
進
す
る
た
め
、

以
下
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

へ

お
い
て
も
、
い
ず
れ
か
一
方
の
機
関
が

相
手
方
機
関
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
協

定
の
解
除
を
通
知
し
た
場
合
は
、
６
ヶ

月
後
に
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
５
条
こ
の
協
定
は
、
日
本
語
及
び

中
国
語
で
二
部
ず
つ
作
成
さ
れ
、
両
文

瞥
は
等
し
く
正
文
と
す
る
。

＝
均躍砕

島
・別、

'製垂’
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|'郷ili
I'.'21.

ｌ
ｌ
ｉ
８
８
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２
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国
文
学
研
究
資
料
館
長

松
野
陽
一

２
０
０
３
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ｎ
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日

漸
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
長

王
勇．

驚曝■■p
-2-.-,-.--

鱗毒

閲
一■

１
1･

縫島＃

＃

X難

松野陽一館長（左）と王勇所長（右）
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い
よ
い
よ
こ
の
四
月
の
平
成
一
六
年

度
か
ら
、
当
館
も
国
立
機
関
か
ら
法
人

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
式
名

称
は
「
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人

間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料

館
」
と
な
る
。
従
来
の
一
四
の
大
学
共

同
利
用
機
関
が
再
編
統
合
さ
れ
、
四
つ

の
研
究
機
構
と
な
り
、
そ
の
「
機
構
」

が
四
法
人
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
個
別

の
研
究
機
関
一
つ
一
つ
が
法
人
に
な
る

の
で
は
な
い
。

人
間
文
化
研
究
機
構
に
は
、
歴
博
、

国
文
研
、
日
文
研
、
地
球
環
境
研
、
民

博
、
の
人
文
系
五
機
関
が
所
属
し
、
従

来
、
そ
れ
ぞ
れ
に
進
め
て
き
た
、
独
自

の
分
野
の
研
究
と
事
業
を
継
承
す
る
一

方
、
機
構
と
し
て
の
総
合
性
を
生
か
し
、

新
し
い
研
究
分
野
の
開
発
や
先
端
的
研

究
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
べ
く
、
連
繋

の
準
備
中
で
あ
る
。

こ
の
動
き
に
連
動
し
て
、
国
文
研
の

組
織
も
改
革
し
、
新
し
い
情
況
に
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
詳
細
は
本

誌
二
・
三
頁
に
記
し
た
の
で
、
参
照
し

新
生
の
た
め
の
閉
幕
の
辞松
野
陽
一

て
い
た
だ
き
た
い
。

教
員
は
四
つ
の
研
究
系
に
所
属
し
、

今
回
の
独
法
化
の
特
色
で
あ
る
、
六
年

間
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
対
応
し

て
設
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
研
究
を
進
め
る
。
傍
ら
、
四
つ
の

事
業
部
の
い
ず
れ
か
に
関
わ
っ
て
、
従

来
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
、
文
献
資
料

の
調
査
・
収
集
、
研
究
情
報
の
整
理
・

提
供
な
ど
の
「
事
業
」
も
処
理
し
て
行

く
予
定
で
あ
る
。

大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
、
発
足

以
来
三
一
年
、
日
本
文
学
研
究
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
て
、
千
二
百
年

間
の
書
籍
資
料
の
悉
皆
調
査
、
複
写
に

よ
る
収
集
の
事
業
は
、
三
○
万
点
の
調

査
カ
ー
ド
、
一
八
万
点
の
フ
ィ
ル
ム
集

積
に
よ
っ
て
、
基
礎
固
め
の
段
階
ま
で

に
は
到
達
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

お
宝
捜
し
、
善
本
捜
し
を
第
一
義
に

す
る
の
で
は
な
い
。
日
本
人
の
生
み
出

し
、
継
承
、
再
生
産
し
続
け
た
書
籍
の

全
て
を
、
総
合
的
見
地
か
ら
資
料
性
を

見
極
め
、
研
究
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

角

す
る
こ
と
、
こ
の
態
度
に
徹
し
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
日
本
文
学
研

究
の
内
部
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
学
際
的
、

ま
た
国
際
的
評
価
を
か
ち
得
て
き
た
と

い
う
自
負
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
ま
だ
入
口
に
す
ぎ

な
い
。
日
本
の
文
化
資
源
の
一
部
門
で

あ
る
古
書
籍
の
豊
穣
な
世
界
を
、
誰
も

が
縦
横
に
渉
猟
し
て
、
内
的
な
価
値
を

共
有
し
て
行
く
た
め
に
は
、
百
年
を
単

位
と
し
た
継
続
的
な
意
志
を
持
っ
た
努

力
を
必
要
と
す
る
。

新
機
構
で
の
研
究
面
の
強
化
さ
れ
た

新
組
織
で
は
、
一
層
、
質
的
に
利
用
度

の
高
い
機
関
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料

や
研
究
情
報
が
活
用
さ
れ
て
行
く
こ
と

に
な
ろ
う
。
日
本
文
学
の
現
役
研
究
者

九
千
人
（
国
文
学
年
鑑
平
成
一
三
年
度

版
）
の
共
同
利
用
の
「
場
」
で
あ
る
こ

と
を
常
に
意
識
し
て
き
た
国
文
研
で
あ

る
が
、
今
後
は
、
更
に
広
い
立
場
で
の

存
在
と
な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。

実
は
、
国
文
研
で
進
め
て
い
る
事
業

や
研
究
は
既
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

む
し
ろ
、
整
理
が
必
要
な
ほ
ど
で
あ
る

が
、
昨
年
か
ら
総
合
研
究
大
学
院
大
学

に
参
加
し
て
、
日
本
文
学
専
攻
博
士
課

程
を
設
置
し
、
後
進
の
育
成
に
も
直
接

当
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
併
せ
て
、

明
確
な
柱
立
て
を
し
、
従
来
以
上
に
研

へ

唾
”

車
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
車

“●●●●●●●●●●●●●●●●●● 唖
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
”

”
函

究
者
が
関
わ
り
易
く
、
一
般
市
民
の

方
々
の
利
用
に
も
供
し
易
い
機
関
と
し

て
行
き
た
い
。

な
お
、
立
川
移
転
は
予
定
が
再
び
延

び
、
建
物
の
完
成
は
平
成
一
九
年
度
、

移
転
は
二
○
年
度
と
な
っ
た
。
新
組
織

の
本
格
的
活
動
と
時
期
が
微
妙
に
ズ
レ
、

少
々
困
惑
気
味
で
あ
る
が
、
平
常
心
を

以
て
処
し
て
行
く
覚
悟
で
あ
る
。

単
独
の
機
関
と
し
て
の
国
文
学
研
究

資
料
館
は
、
三
月
末
を
以
て
幕
を
閉
じ

る
。
従
っ
て
館
報
も
今
号
が
最
終
号
で

あ
る
。三
一
年
に
わ
た
っ
て
御
支
持
、
御
協

力
を
い
た
だ
い
た
各
方
面
の
方
々
に
感

謝
申
上
げ
る
。
そ
し
て
、
史
料
館
も
独

自
の
分
野
と
方
法
を
保
ち
な
が
ら
、
文

学
研
究
系
と
密
接
な
関
連
性
を
持
っ
た
、

横
な
ら
び
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
と

し
て
改
組
さ
れ
る
新
国
文
研
へ
の
御
指

導
・
御
助
力
を
願
い
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
（
館
長
）

国文学研究資料館
シンボルマーク

昭和魂年5月26日制定
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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特
別
展
示
《
中
村
真
一
郎
江
戸
漢
時
文

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
》
・
公
開
謂
演
会

《
中
村
真
一
郎
の
文
学
と
江
戸
漢
詩
》

平
成
十
五
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
六

月
六
日
ま
で
、
当
館
所
蔵
の
日
本
漢
詩

文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
特
別

展
示
を
開
催
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
「
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
」
「
蛎
崎

波
響
の
生
涯
」
「
江
戸
漢
詩
」
な
ど
を
著

し
た
作
家
中
村
真
一
郎
（
一
九
一
八
～

一
九
九
七
）
の
旧
蔵
書
で
、
氏
の
没
後
、

当
館
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
石
川
丈
山
・

柏
木
如
亭
・
梁
川
星
巌
・
頼
山
陽
な
ど

の
漢
詩
文
集
や
、
氏
が
記
し
た
江
戸
漢

詩
に
関
す
る
創
作
の
た
め
の
ノ
ー
ト
、

「
木
村
蒸
葭
堂
の
サ
ロ
ン
」
の
自
筆
原

稿
な
ど
、
約
八
十
点
を
展
示
し
た
。
ま

た
、
夫
人
の
佐
岐
え
り
ぬ
氏
お
よ
び
軽

井
沢
高
原
文
庫
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
生

前
の
お
写
真
や
直
筆
の
色
紙
な
ど
も
併

せ
て
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
江
戸

か
ら
明
治
に
い
た
る
漢
詩
文
の
歴
史
が

見
渡
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
村
真
一

郎
の
広
い
教
養
と
詩
文
に
寄
せ
る
愛
情

が
う
か
が
わ
れ
る
多
面
的
な
展
示
と
な

っ
た
。
総
入
場
者
数
は
四
百
四
十
八
名
。

展
示
・
講
演
等
報
告

な
お
、
展
示
の
際
に
配
布
し
ご
好
評
を

い
た
だ
い
た
詳
細
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

さ
ら
に
図
版
と
解
説
を
充
実
さ
せ
た
形

で
、
近
日
上
梓
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
六
月
六
日
に
は
、
特
別
展
示

に
伴
う
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。
演

題
と
講
演
者
は
以
下
の
と
お
り
。

「
中
村
真
一
郎
の
文
学
の
魅
力
」

富
岡
幸
一
郎
（
関
東
学
院
大
学
助
教
授
）

「
江
戸
漢
詩
は
や
わ
か
り
」

堀
川
貴
司
（
当
館
研
究
情
報
部
助
教
授
）

「
塀
の
中
の
「
詩
壇
」
」

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

（
東
京
大
学
大
学
院
助
教
授
）

文
芸
評
論
家
で
あ
る
富
岡
氏
に
は
、

中
村
真
一
郎
の
小
説
作
品
の
解
析
と
戦

後
文
学
の
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理

に
当
た
り
、
今
回
の
展
示
の
構
成
・
解

説
を
担
当
し
た
堀
川
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
両

氏
に
は
、
江
戸
～
明
治
期
に
お
け
る
文

人
知
識
人
の
活
動
と
、
そ
の
漢
詩
文
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
聴
講
者

数
は
百
二
十
七
名
。
講
演
の
最
後
に
は
、

佐
岐
氏
に
特
別
に
お
願
い
し
て
中
村
真

一
郎
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

感
慨
深
い
締
め
く
く
り
と
な
っ
た
。

戸、

特
別
展
示
《
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵

「
読
本
」
展
》
・
公
開
講
演
会
《
江
戸
の

本
格
小
説
Ｉ
読
本
を
読
む
、
見
る
ｌ
坐

平
成
十
五
年
十
月
八
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
、
八
戸
藩
主
南
部
家
の
旧
蔵
で

現
在
八
戸
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
後

期
読
本
の
中
か
ら
、
六
十
五
点
二
百
八

冊
を
お
借
り
し
、
東
京
で
初
公
開
す
る

特
別
展
示
を
開
催
し
た
。
山
東
京
伝
・

曲
亭
馬
琴
・
為
永
春
水
の
諸
作
品
や

『
朝
顔
日
記
」
「
小
栗
外
伝
」
な
ど
を
読

本
形
成
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
構
成
し

つ
つ
、
葛
飾
北
斎
を
は
じ
め
江
戸
上
方

の
絵
師
た
ち
に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た

画
作
り
に
つ
い
て
も
解
説
を
施
し
、
見

て
楽
し
め
る
展
示
と
な
っ
た
。
大
名
家

が
買
い
上
げ
た
た
め
、
多
く
の
読
者
を

経
た
消
耗
が
少
な
く
、
初
印
の
形
態
を

留
め
た
美
し
い
本
が
揃
っ
て
お
り
、
中

に
は
書
袋
や
宣
伝
広
告
が
き
れ
い
に
保

存
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
の

膨
大
な
量
の
み
な
ら
ず
、
資
料
的
な
質

の
点
で
も
価
値
の
あ
る
展
示
と
な
っ
た
。

総
入
場
者
数
は
五
百
六
十
四
名
。
共
催

と
い
う
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
厚
意
を
賜

っ
た
八
戸
市
立
図
書
館
に
深
く
感
謝
し

た
い
。ま
た
、
十
月
二
十
二
日
に
は
、
特
別

展
示
に
伴
う
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

演
題
と
講
演
者
は
以
下
の
と
お
り
。

円

「
八
戸
南
部
家
蔵
書
の
性
格
」

松
野
陽
一
（
当
館
館
長
）

「
絵
本
と
読
本
」

大
高
洋
司
（
当
館
教
授
）

「
ロ
マ
ン
ス
の
構
造
ｌ
読
本
文
学
様
式

論
の
た
め
に
ｌ
」

浜
田
啓
介
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

松
野
館
長
は
八
戸
南
部
家
と
江
戸
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
書
物
の
伝
来

に
つ
い
て
、
今
回
の
展
示
の
企
画
担
当

者
で
あ
る
大
高
教
授
は
展
示
本
の
見
所

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、
浜

田
氏
に
は
、
読
本
と
い
う
小
説
様
式
全

体
に
か
か
わ
る
物
語
構
造
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
い
た
。
聴
講
者
は
百
八
名
。

古
典
連
続
謂
演
《
万
葉
集
を
読
む
》

平
成
十
二
年
の
源
氏
物
語
、
平
成
十

三
年
の
西
鶴
、
平
成
十
四
年
の
百
人
一

首
に
続
き
、
平
成
十
五
年
は
、
佐
竹
昭

広
当
館
名
誉
教
授
に
、
《
万
葉
集
を
読

む
〉
と
題
す
る
講
演
を
お
願
い
し
た
。

日
程
は
、
①
九
月
二
十
六
日
②
十
月
十

日
③
十
月
二
十
四
日
④
十
一
月
七
日
⑤

十
一
月
二
十
一
日
の
全
五
回
。

氏
は
、
校
注
者
の
お
一
人
と
し
て

「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
萬
葉
集
」

（
岩
波
書
店
）
を
完
成
さ
せ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て

『
萬
葉
集
再
読
」
（
平
凡
社
）
な
る
論
著

－6－



国文学研究資料館報第62号 平成16年3月

高
校
古
典
セ
ミ
ナ
ー
《
源
氏
物
語
へ
の
旅
》

文
学
離
れ
が
一
種
の
社
会
現
象
に
な

っ
て
い
る
昨
今
、
よ
り
若
い
世
代
に

「
文
学
」
「
古
典
」
の
魅
力
を
伝
え
広
め

て
ゆ
く
の
が
急
務
で
あ
ろ
う
と
の
趣
意

か
ら
、
高
校
生
を
対
象
と
す
る
新
企
画

を
打
ち
出
し
、
そ
の
第
一
回
目
を
平
成

十
五
年
八
月
二
十
九
日
に
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
源
氏
物
語
』
。
前
半
は
、

を
上
梓
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
だ
け
に
、

誠
に
時
宜
を
得
た
講
演
会
と
な
っ
た
。

お
話
は
、
「
玉
響
」
の
訓
と
語
義
の
問

題
か
ら
、
大
津
皇
子
の
詩
・
山
上
憶
良

の
長
歌
に
い
た
る
ま
で
幅
広
く
、
ミ
ク

ロ
と
マ
ク
ロ
を
螺
旋
的
に
行
き
来
す
る

が
ご
と
き
視
点
で
、
六
十
年
に
も
お
よ

ぶ
〈
佐
竹
萬
葉
学
》
の
一
端
を
惜
し
み

な
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
聴
講
者
は

一
般
の
古
典
フ
ァ
ン
か
ら
大
学
院
生
・

和
歌
研
究
の
専
門
家
ま
で
。
応
募
者
多

数
の
た
め
座
席
を
増
設
し
、
初
日
は
百

八
十
四
名
も
の
ご
参
加
を
得
た
。
中
に

は
京
都
や
九
州
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
っ

た
方
も
あ
り
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

な
お
、
当
館
の
企
画
に
よ
る
古
典
連

続
講
演
は
、
『
古
典
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

西
鶴
を
よ
む
』
（
長
谷
川
強
著
・
笠
間

書
院
）
を
皮
切
り
に
活
字
化
の
運
び
と

な
っ
た
。
続
刊
に
期
待
さ
れ
た
い
。

加
藤
昌
嘉
助
教
授
・
入
口
敦
志
助
手
に

よ
る
、
物
語
と
享
受
に
つ
い
て
の
概
説

（
。
源
氏
物
語
」
の
作
品
世
界
へ
」
「
江

戸
時
代
の
『
源
氏
物
語
筐
）
。
後
半
は
、

和
田
恭
幸
助
手
に
よ
る
、
袋
綴
本
作
成

の
実
習
（
「
和
本
を
作
ろ
う
！
」
）
。
都

立
高
校
な
ど
五
校
か
ら
申
し
込
み
が
あ

へ
■
■
泡
■
■
且
■
■
３
，
ト
ト
１
０

掴
一
鯛
瞬
Ｌ
；溌

一

「

Ｉ

一画

ｏ
毎
Ｊ
必
一
四
畔
澱
毎
垂
《
皿
恥
■
別
口
０

篭
§
＆

＆‐

り
、
計
二
十
四
名
（
高
校
一
～
三
年
生
、

お
よ
び
国
語
科
教
諭
・
司
書
）
の
ご
参

加
を
得
た
。
和
気
藷
々
と
し
た
雰
囲
気

の
な
か
、
当
館
所
蔵
の
写
本
や
版
本
が

次
々
と
紹
介
さ
れ
た
り
、
一
人
一
人
が

製
本
用
の
和
紙
を
渡
さ
れ
た
り
す
る
段

で
は
、
高
校
生
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て

三
一

１
１
劃

へ

一

和
本
に
見
入
り
笑
顔
で
糸
と
針
を
操
る

様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
大
変
に
印
象
深

か
っ
た
。
次
年
度
以
降
も
、
こ
う
し
た

試
み
を
続
け
、
古
典
に
興
味
を
持
つ
世

代
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
の
工
夫
を
重

ね
て
ゆ
き
た
く
思
う
次
第
で
あ
る
。

（
参
考
室
大
高
洋
司
・
加
藤
昌
嘉
）

佐竹昭広氏（上）高校古典セミナー（下）
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第
”
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
は
、

平
成
一
五
年
二
月
一
三
日
（
木
）
一

四
日
（
金
）
の
両
日
、
「
劉
窃
・
模
倣

・
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
日
本
文
学
の
想

像
力
を
問
う
ｌ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
日
本
学
術
振
興
会
の
後
援
を
得
て
、

当
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

は
二
○
名
（
う
ち
海
外
よ
り
三
七
名
）

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
よ

く
理
解
し
た
、
内
容
の
濃
い
発
表
が
続

き
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
や
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
の
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
る
、

実
り
の
多
い
集
会
と
な
っ
た
。

内
容
は
、
研
究
発
表
が
一
○
本
（
う

ち
）
二
本
は
招
待
研
究
発
表
）
、
講
演

が
二
本
で
あ
っ
た
。
研
究
発
表
は
、
韓

京
子
（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

「
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
富
士
浅
間
物
」

の
展
開
ｌ
『
蕃
伶
人
吾
妻
雛
形
』
・

『
粟
島
譜
嫁
入
雛
形
』
を
中
心
に
ｌ
」
、

黄
建
香
（
中
国
・
上
海
交
通
大
学
助
教

授
）
「
白
楽
天
『
白
羽
扇
』
等
の
受
容

に
よ
る
『
源
氏
物
語
」
の
「
扇
」
の
意

味
の
ず
れ
」
、
寺
田
澄
江
（
フ
ラ
ン

ス
・
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
助
教

授
）
「
歌
作
り
と
い
う
こ
と
ｌ
和
歌
史

に
お
け
る
俊
頼
の
位
置
Ｉ
」
、
丁
災
連

第
〃
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

（
宇
都
宮
大
学
助
教
授
）
「
媒
介
者
と
し

て
の
日
本
文
学
１
国
木
田
独
歩
「
運
命

論
者
」
を
手
が
か
り
と
し
て
Ｉ
」
、
玩

文
雅
（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後

期
）
「
「
南
方
憧
恨
」
と
「
帝
国
」
の
接

点
ｌ
台
湾
原
住
民
神
話
に
関
わ
る
作
品

を
中
心
に
Ｉ
」
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ク

ラ
ー
ク
（
ア
メ
リ
カ
・
イ
エ
ー
ル
大
学

大
学
院
博
士
課
程
）
「
寺
山
修
司
ｌ
ミ

ツ
キ
ー
マ
ウ
ス
ー
青
ひ
げ
」
、
ホ
セ

ア
・
ヒ
ラ
タ
（
ア
メ
リ
カ
・
タ
フ
ッ
大

学
教
授
）
「
創
ら
れ
た
被
爆
者
詩
人
ア

ラ
キ
・
ヤ
ス
サ
ダ
碓
詩
に
真
実
は
必
要

か
」
、
朱
衛
紅
（
筑
波
大
学
大
学
院
博

士
課
程
）
「
佐
藤
春
夫
「
春
風
馬
堤
図

譜
」
の
模
倣
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」
、

オ
ウ
ズ
・
バ
イ
カ
ラ
（
杏
林
大
学
大
学

院
博
士
課
程
）
．
和
製
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー

テ
」
の
誕
生
Ｉ
谷
崎
潤
一
郎
の
『
少
年
』

に
お
け
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
中
心
に

ｌ
」
、
デ
ン
ニ
ッ
ッ
ァ
・
ガ
ブ
ラ
コ
ヴ

ァ
（
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）

「
異
文
化
と
し
て
の
墓
地
Ｉ
永
井
荷
風

に
よ
る
花
の
都
の
再
構
築
ｌ
」
、
講
演

は
坪
井
秀
人
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教

授
）
「
女
の
声
を
職
む
ｌ
太
宰
治
の
女

性
告
白
体
小
説
に
つ
い
て
Ｉ
と
ジ
ョ
シ

へ

ユ
ア
・
モ
ス
ト
ウ
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
、
本
年
度

当
館
客
員
助
教
授
）
「
伊
勢
物
語
絵
ｌ

創
造
的
な
模
倣
と
政
治
的
な
盗
用
ｌ
」

へ

で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
収
め
た
会

議
録
は
本
年
三
月
刊
行
予
定
で
あ
る
。

（
情
報
資
料
室
）
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「
文
字
と
書
物
の
交
響
曲
（
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ヒ
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
標
記

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
平
成
十
五
年
十
二
月

五
日
（
金
）
に
開
催
し
た
。
こ
の
た
び

は
、
○
出
版
年
表
の
作
成

岡
雅
彦
（
企
画
調
整
官
）

○
文
字
を
機
械
に
わ
か
ら
せ
る

原
正
一
郎
（
研
究
情
報
部
）

○
文
字
を
機
械
に
使
わ
せ
る

田
嶋
一
夫
（
い
わ
き
明
星
大
学
）

と
い
う
三
つ
の
タ
イ
ト
ル
で
の
講
演
で

あ
る
。岡
氏
は
、
近
世
初
期
の
刊
記
を
持
つ

出
版
物
の
持
つ
諸
問
題
を
開
陳
し
、
会

場
内
に
展
示
さ
れ
た
版
本
資
料
の
解
説

と
あ
わ
せ
て
、
書
誌
情
報
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
す
る
に
際
し
て
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
提
議
を
含
む
講
演
と
な
っ
た
。

原
氏
は
、
古
文
瞥
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
実
現
す

る
た
め
の
原
理
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
櫛
築

手
法
を
自
身
の
研
究
成
果
と
、
最
新
の

研
究
動
向
と
を
交
え
な
が
ら
、
具
体
的

な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ

内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
人
文
系
に
も
分

第
９
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
」
開
催

か
り
や
す
く
か
み
く
だ
い
た
説
明
で
あ

っ
た
。
田
嶋
氏
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
草

創
期
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
導
入
に
際
し
て
の
、
漢
字
セ
ッ
ト
構

築
の
苦
労
と
、
現
在
に
お
け
る
漢
字
セ

ッ
ト
の
あ
り
方
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
制
定

期
の
裏
話
を
交
え
て
の
講
演
を
行
っ
た
。

参
会
者
か
ら
、
「
ま
る
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
の
よ
う
だ
」
と
い
う
感
想
を
い
た

だ
い
た
よ
う
に
、
資
料
館
関
係
者
な
ら

ず
と
も
、
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出

会
い
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
が
感
慨
深
く
伝

わ
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
の
講
演
に
も
活
発
な
質
疑
が

飛
び
交
い
、
参
加
者
に
少
な
か
ら
ぬ
感

銘
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
国
文
学
は

も
と
よ
り
、
人
文
科
学
全
体
に
お
け
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
関
わ
り
が
、
単
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
研
究
す
る

と
い
う
次
元
の
枠
を
こ
え
て
、
「
学
問
」

と
し
て
成
熟
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
と
い

え
よ
う
。

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
）

へ

綿圭嘩一
ー

Ｉ
・
§

巖
》
》
＃
・
ゞ
・
・
《
“
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

廼
胤
一
鰄
蕊
一

珊
鱒
一
灘
一

璽
竃

可寳謹蕊
へ

醗劃
h

全一

蕊懲蕊I
謝
箕
命
鉾
讃
篭

鰯
憩

鱒‘

鵡農
ｼ蕩浄篭

夫§

篭
ず
凝
規
Ａ
Ｆ
ｆ

蒔
小
解
一
算

狸
申

一群毒．

学乳一－－_…土一翼§』
て矼迅司

一 誌嚴
一

岡雅彦氏（右）と展示風景（左）
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|’
ｌ
新
収
資
料
紹
介
⑫
ｌ

小
紋
雅
話

こ
の
た
び
貴
重
本
に
指
定
さ
れ
た

「
手
拭
合
』
（
九
九
’
九
九
）
に
続
い
て
、

同
書
の
事
実
上
の
画
作
者
で
あ
る
山
東

京
伝
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
単
独
で
か

た
ち
に
し
た
滑
稽
図
案
集
シ
リ
ー
ズ
の

ひ
と
つ
「
小
紋
雅
話
』
（
江
戸
小
紋
を

題
材
と
し
、
題
名
に
「
も
も
ん
が
あ
」

を
掛
け
て
い
る
）
が
当
館
の
所
蔵
に
帰

し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

書
誌
的
事
項
は
次
の
と
お
り
。
寛
政

二
年
（
一
七
九
○
）
山
東
京
伝
自
序
刊
、

小
本
（
一
六
・
○
×
一
一
・
○
セ
ン
チ
）

一
冊
。
表
紙
は
薄
茶
色
無
地
の
い
わ
ゆ

る
「
唐
本
仕
立
」
、
題
策
左
肩
、
外
題

「
小
紋
雅
話
［
京
伝
作
］
完
」
（
［
］

部
分
は
墨
書
）
。
表
紙
以
外
二
五
丁
。

裏
表
紙
見
返
し
部
分
に
簡
単
な
広
告
の

一
文
と
、
「
書
林
／
江
戸
通
油
町
／
蔦

屋
重
三
郎
」
と
の
み
あ
っ
て
、
年
次
記

載
は
な
い
。
蔵
書
印
は
「
鴎
鶴
文
庫
」

「
遠
藤
蔵
書
」
の
二
穎
（
共
に
方
形
朱

印
）
。
ま
た
、
表
紙
右
下
に
蔵
書
印
を

削
っ
た
跡
が
残
る
。
落
書
き
も
な
く
、

虫
損
・
手
擦
れ
も
極
め
て
少
な
い
美
本

と
い
え
よ
う
。

加
え
て
こ
の
本
の
三
丁
目
と
四
丁
目

の
間
に
は
、
開
封
を
終
え
た
封
切
り
紙

（
袋
綴
半
丁
分
、
本
文
共
紙
）
が
綴
じ

込
ま
れ
て
残
存
し
て
い
る
。
書
誌
学
用

語
と
し
て
の
「
封
切
り
紙
」
に
つ
い
て

は
、
中
野
三
敏
氏
「
書
誌
学
談
義
江

戸
の
板
本
」
に
項
目
を
設
け
て
行
き
届

い
た
解
説
が
備
わ
る
の
で
ご
参
照
願
い

た
い
が
、
要
す
る
に
こ
の
箇
所
以
下
裏

表
紙
ま
で
を
こ
の
紙
で
覆
い
、
買
っ
て

帰
っ
て
切
り
開
い
て
初
め
て
全
部
の
内

容
が
分
か
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

さ
て
、
す
で
に
知
ら
れ
た
事
柄
（
大

東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
三
「
酒
落
本

集
」
解
説
〈
中
野
三
敏
氏
激
等
）
で

あ
る
が
、
「
小
紋
雅
話
」
は
、
前
述
し

た
滑
稽
図
案
集
の
う
ち
、
京
伝
単
独
の

第
一
作
に
あ
た
る
「
小
紋
裁
」
（
天
明

四
年
〈
一
七
八
四
〉
序
刊
）
の
序
践
部

分
を
削
っ
て
、
新
た
に
京
伝
の
自
序
一

丁
と
図
案
四
丁
分
を
加
え
た
後
印
修
訂

本
で
あ
る
。
こ
の
五
丁
分
の
柱
に
丁
付

が
な
く
、
六
丁
目
以
下
「
こ
～
「
廿

了
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
際
の

名
残
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
小
紋
裁
」
二
十
丁
裏
に
六
行

に
亘
っ
て
記
さ
れ
た
版
元
挨
拶
の
末
尾

に
「
瞥
林
白
鳳
堂
誌
」
と
あ
る
箇
所
を

削
っ
て
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
裏

表
紙
見
返
し
部
分
で
蔦
重
版
と
分
か
る

よ
う
に
し
て
あ
る
。
白
鳳
堂
は
「
手
拭

合
』
（
天
明
四
年
賊
刊
）
の
版
元
で
あ

り
、
『
小
紋
裁
」
は
明
確
に
こ
れ
と
同

角

じ
発
想
の
も
と
に
企
画
・
刊
行
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
『
国
書
総
目
録
』

等
に
よ
る
限
り
、
伝
本
そ
の
も
の
は
稀

少
の
よ
う
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
谷
峯

蔵
氏
「
遊
び
の
デ
ザ
イ
ン
ー
山
東
京
伝

「
小
紋
雅
話
」
ｌ
』
〈
岩
崎
美
術
社
、
昭

和
五
九
年
〉
に
触
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
る

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
京
伝
工
夫
小

紋
形
』
も
、
内
実
は
「
小
紋
裁
」
で
、

後
補
表
紙
に
後
人
が
外
題
を
墨
書
し
た

も
の
で
あ
る
）
。

続
い
て
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に

「
小
紋
裁
」
の
後
編
と
し
て
「
小
紋
新

法
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
は

当
初
か
ら
白
鳳
堂
で
は
な
く
、
蔦
重
の

刊
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
小
紋
雅
話
」
は
、

「
小
紋
新
法
」
の
版
元
で
あ
る
蔦
重
が
、

そ
の
後
前
作
「
小
紋
裁
」
の
版
権
を
も

白
鳳
堂
か
ら
誠
り
受
け
る
と
共
に
、
京

伝
色
を
よ
り
強
く
表
に
出
す
か
た
ち
で

の
内
容
修
訂
を
企
図
し
た
作
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
（
寛
政
二
年
と
い
う
刊

行
年
次
か
ら
見
て
、
序
文
を
削
ら
れ
た

二
人
の
う
ち
町
人
身
分
の
恋
川
好
町

〈
鹿
都
部
真
顔
〉
は
と
も
か
く
、
士
分

に
等
し
い
竹
杖
翁
〈
森
島
中
良
〉
は
改

革
に
際
し
て
名
を
出
す
こ
と
を
憶
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
。

本
作
は
、
一
八
世
紀
末
の
江
戸
と
い

う
限
定
を
超
え
て
人
々
に
好
ま
れ
た
も

戸1

の
ら
し
く
、
刊
行
後
す
ぐ
に
大
坂
で

『
狂
紋
帳
」
（
寛
政
四
年
刊
）
と
題
す
る

半
紙
本
三
巻
三
冊
の
海
賊
版
が
出
た
由

（
山
崎
春
奈
氏
「
「
狂
紋
帳
」
に
つ
い
て
」
、

「
江
戸
文
学
」
一
九
）
。
本
書
は
未
見
で

あ
る
が
、
山
崎
氏
が
そ
の
改
題
本
と
す

る
「
滑
稽
漫
画
」
（
文
政
六
年
一
一
月
、

暁
鐘
成
序
刊
、
半
紙
本
一
冊
）
を
一
見

す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
本
の
匡
郭
は

完
全
に
半
紙
型
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
そ

の
大
き
さ
に
合
う
よ
う
に
「
小
紋
雅
話
」

の
画
面
を
模
刻
し
て
、
新
た
な
図
案
を

も
加
え
、
図
の
横
に
付
す
コ
メ
ン
ト
も

大
坂
風
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
江
戸
版
の
後

印
改
題
本
「
当
世
雛
形
紺
名
小
紋
集
」

（
文
久
〈
一
八
六
一
～
三
〉
年
間
力
、

霊
湖
堂
刊
、
所
見
は
再
印
）
が
あ
る
。

中
本
一
冊
だ
が
匡
郭
は
小
本
、
内
容
は

「
小
紋
雅
話
」
そ
の
ま
ま
。
た
だ
し

『
小
紋
裁
」
の
竹
杖
翁
の
序
（
含
中
扉
）

と
京
伝
の
球
が
、
異
な
る
版
下
で
復
活

し
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
「
山
東
京
伝
図
案
」
と
銘
打
つ
が

内
容
を
水
増
し
し
た
「
新
形
紺
名
紋
帳
」

（
木
乃
屑
坊
序
、
東
京
・
武
田
〈
大
島

屋
〉
伝
右
衛
門
刊
）
と
称
す
る
中
本
一

冊
仕
立
（
匡
郭
も
）
の
明
治
版
も
見
た

が
、
も
は
や
紹
介
の
紙
幅
が
尽
き
た
。

（
整
理
閲
覧
部
・
大
高
洋
司
）
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私
家
集
写
十
三
冊

渋
引
刷
毛
目
文
表
紙
、
三
○
・
○
×

二
○
・
八
糎
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
金

泥
を
引
い
た
水
浅
葱
色
題
篭
を
貼
り
墨

書
。
〔
江
戸
中
期
〕
写
。
平
安
・
鎌
倉

時
代
の
私
家
集
を
集
成
し
た
も
の
で
、

千
里
・
道
真
（
二
種
）
・
元
良
・
実

頼
・
師
輔
・
弁
乳
母
・
高
明
・
本
院
侍

従
・
恵
慶
Ｑ
安
法
・
保
憲
女
・
実
方
・

公
任
・
小
馬
命
婦
・
馬
内
侍
・
経
信
・

匡
衡
・
兼
澄
・
伊
勢
大
輔
・
赤
染
衛

門
・
紫
式
部
・
和
泉
式
部
・
源
賢
・
道

長
・
師
氏
・
頼
実
・
定
頼
・
相
模
・
為

仲
・
国
基
・
顕
季
・
紀
伊
・
康
資
王

母
・
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
・
基
俊
・

天
徳
四
年
内
裏
歌
合
写
一
冊

後
補
水
浅
葱
色
表
紙
、
二
三
・
八
×

一
七
・
八
糎
。
墨
付
三
二
丁
。
外
題
欠
、

内
題
「
内
裏
野
合
天
徳
四
年
三
月
舟

日
」
。
料
紙
は
楮
紙
、
裏
打
全
丁
に
わ

た
る
。
〔
室
町
後
期
〕
写
。
奥
書
等
無

し
。
歌
合
本
文
の
ほ
か
記
録
勘
物
な
ど

を
併
せ
て
最
も
内
容
の
多
い
広
本
に
属

し
、
「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
に
も
既
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
三
条
西
家
旧
蔵
本
。

公
条
筆
か
。

新
収
和
古
書
抄
平
成
一
五
年

和
漢
朗
蘇
集
下
写
一
軸

下
巻
「
山
」
部
以
降
巻
末
ま
で
の
残

欠
本
。
尾
題
「
和
漢
朗
詠
抄
巻
下
」
。

後
補
藍
色
地
唐
草
織
文
表
紙
、
見
返
し

雲
英
引
金
操
箔
散
ら
し
。
二
九
・
五

糎
×
約
一
二
米
、
四
○
ま
た
は
四
四
糎

前
後
の
料
紙
（
楮
紙
）
、
二
八
枚
継
ぎ
。

無
界
、
字
高
二
四
・
八
糎
。
詩
文
一
行

に
対
し
和
歌
二
行
の
行
取
り
。
注
記
は

ほ
と
ん
ど
が
作
者
名
の
み
。
奥
書
「
嘉

元
三
年
三
月
／
菅
三
品
在
兼
書
（
朱
に

て
「
書
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
右
傍
に
「
点
」

と
記
す
）
」
。
訓
点
書
き
入
れ
、
墨
に
濃

淡
三
種
あ
り
、
詳
細
な
カ
ナ
、
返
点
、

声
点
、
竪
点
を
付
す
。
最
も
濃
い
一
種

顕
輔
・
行
宗
・
寂
然
・
守
覚
・
頼
政
・

忠
盛
・
待
賢
門
院
堀
川
・
俊
成
女
・
讃

岐
・
小
侍
従
・
忠
度
・
実
国
・
式
子
・

光
経
・
慶
運
の
以
上
五
十
集
お
よ
び
更

級
日
記
を
収
め
る
。
安
永
八
年
小
澤
蘆

庵
が
門
弟
と
と
も
に
書
写
校
合
、
朱
墨

青
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
を
行
っ
た
旨
の

奥
書
が
あ
り
、
即
ち
龍
谷
大
学
蔵
の
四

十
人
集
と
同
様
、
所
謂
蘆
庵
本
私
家
集

の
一
具
で
あ
る
。
第
一
冊
表
紙
に
「
西

荘
文
庫
」
印
あ
り
。

/一､

は
後
世
（
室
町
頃
か
）
の
も
の
だ
が
わ

ず
か
で
、
他
の
二
種
は
本
文
と
ほ
ぼ
同

時
で
あ
ろ
う
。
他
に
朱
に
よ
る
朱
引
、

ご
く
わ
ず
か
の
声
点
が
あ
る
（
こ
れ
も

ほ
ぼ
本
文
と
同
時
か
）
。
本
文
の
筆
跡

は
や
や
力
強
さ
に
欠
け
、
特
に
ひ
ら
が

な
は
頼
り
な
く
見
え
る
が
、
訓
点
の
カ

ナ
は
古
態
を
と
ど
め
、
「
ン
」
が
「
ゾ
」

の
如
く
書
か
れ
、
ま
た
「
ク
ワ
」
の
表

記
に
「
火
」
を
用
い
る
。
奥
書
の
菅
原

在
兼
（
一
二
四
九
～
一
三
二
二
は
後

伏
見
天
皇
の
侍
読
を
務
め
た
儒
者
で
、

『
徒
然
草
」
二
三
八
段
に
登
場
す
る
。

残
欠
本
で
あ
る
が
、
専
修
大
学
蔵
本
や

天
理
図
書
館
蔵
貞
和
本
な
ど
と
並
ん
で

菅
家
の
点
を
伝
え
る
伝
本
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
古
筆
了
任
の
箱
書
あ
り
。

一
帆
風
大
本
刊
一
冊

改
装
刷
毛
目
表
紙
（
さ
ら
に
茶
色
の

覆
表
紙
を
付
す
。
二
七
・
二
×
一
九
・

二
糎
）
、
外
題
子
持
枠
題
嬢
に
墨
書

「
一
帆
風
全
」
、
序
・
巻
首
・
賊
・
柱

題
．
帆
風
」
。
宋
・
成
淳
三
年
冬
慧

明
序
、
寛
文
四
年
孟
秋
即
非
如
一
賊
、

（
同
年
か
）
卍
山
道
白
賊
。
無
刊
記
。

南
浦
紹
明
（
大
応
国
師
、
一
二
三
五
～

一
三
○
八
）
が
宋
で
の
修
行
を
終
え
帰

国
す
る
際
に
、
師
の
虚
堂
智
愚
や
同
門

の
僧
か
ら
贈
ら
れ
た
送
別
の
偶
を
集
め

Pi

御
所
ま
と
横
本
写
一
冊

奈
良
絵
本
。
一
五
・
九
×
二
三
・
五

糎
。
外
題
「
御
所
ま
と
下
」
（
「
下
」

は
擦
り
消
し
）
。
江
戸
前
期
の
製
作
。

畠
山
六
郎
重
保
が
頼
朝
の
御
所
の
的
弓

の
勝
負
で
梶
原
源
太
景
季
に
勝
つ
と
い

う
内
容
の
新
出
の
物
語
で
、
奥
浄
瑠
璃

「
御
所
の
的
』
と
同
材
の
作
品
。
冒
頭

お
よ
び
途
中
に
欠
丁
あ
り
。
三
冊
本
の

零
本
か
。

奈
良
絵
（
大
橋
の
中
将
）
写
二
○
枚

一
七
×
二
三
糎
ほ
ど
の
横
型
の
奈
良

絵
本
を
解
体
し
、
挿
絵
と
対
応
す
る
詞

章
一
面
ず
つ
を
並
べ
て
台
紙
貼
り
と
し

た
も
の
。
元
は
屏
風
に
貼
ら
れ
て
い
た

か
。
内
容
は
室
町
物
語
「
大
橋
の
中
将
」

で
、
従
来
笹
野
堅
氏
旧
蔵
本
・
中
野
荘

次
氏
蔵
本
（
上
の
み
）
・
小
野
幸
氏
蔵

本
（
下
の
み
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

本
資
料
の
詞
章
は
中
野
本
・
小
野
本
と

ほ
ぼ
一
致
し
、
重
な
る
部
分
の
な
い
両

本
が
同
系
統
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。

元
和
・
寛
永
頃
か
と
さ
れ
る
小
野
本
よ

り
や
や
後
の
製
作
と
見
ら
れ
る
。

た
も
の
で
、
卍
山
が
「
神
京
古
刹
」
に

お
い
て
完
本
を
見
出
し
刊
行
し
た
と
賊

に
あ
る
。
蔵
書
印
「
南
嶺
氏
」
、
ま
た

改
装
表
紙
裏
見
返
に
墨
書
「
智
定
」
。
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大
梅
山
夜
話
大
本
刊
一
冊

原
装
灰
色
無
地
表
紙
、
二
七
・
三
×

一
八
・
一
糎
。
題
篭
左
肩
子
持
枠
「
大

梅
夜
話
全
」
。
寛
永
二
十
年
暮
春
一

糸
文
守
自
序
。
刊
記
「
宝
暦
四
歳
次
甲

戌
八
月
吉
辰
／
洛
東
書
坊
華
文
軒

中
西
卯
兵
衛
彫
刻
」
。
禅
僧
の
一
糸
文

守
が
寛
永
一
九
年
冬
に
後
水
尾
上
皇
に

対
し
て
に
行
っ
た
法
話
の
内
容
を
カ
ナ

交
じ
り
で
記
し
た
も
の
。
中
国
の
禅
僧

や
文
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
多
く
引

き
、
内
容
豊
富
で
あ
る
。
蔵
書
印
「
羅

浮
軒
」
。

野
槌
特
大
本
一
○
冊

原
装
藍
色
地
雷
文
襟
雨
龍
艶
出
表
紙
。

二
九
・
七
×
二
一
・
三
糎
の
堂
々
た
る

特
大
本
、
料
紙
に
厚
手
純
白
の
楮
紙
を

用
い
る
。
伝
存
の
少
な
い
初
版
本
で
、

当
館
に
は
高
乗
勲
文
庫
の
丹
表
紙
本
に

つ
い
で
二
本
目
と
な
る
。
落
丁
が
二
丁
、

ま
た
虫
損
・
水
損
が
あ
り
、
保
存
状
態

は
好
ま
し
く
な
い
が
、
高
乗
本
に
な
く
、

再
版
本
（
一
四
冊
本
）
に
は
あ
る
、
漢

文
序
や
最
終
段
の
「
仏
説
三
身
」
云
々

の
注
が
、
本
書
に
は
存
す
る
。
初
版
か

ら
再
版
へ
の
増
補
過
程
を
探
る
上
で
も

貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。

曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
の
お
膝
元
に

位
置
す
る
鶴
見
大
学
図
書
館
は
、
蔵
書

数
約
六
五
万
冊
、
仏
教
学
は
言
う
に
及

ば
ず
日
本
文
学
関
連
の
蒐
瞥
で
も
名
高

い
。
平
成
一
五
年
度
よ
り
、
古
典
と
近

代
の
担
当
者
・
調
査
員
数
名
が
月
に
一

度
伺
い
、
合
同
で
デ
ジ
タ
ル
調
査
を
お

こ
な
う
便
宜
を
供
与
い
た
だ
い
た
。
古

典
は
伊
勢
物
語
の
写
本
・
版
本
か
ら
、

近
代
は
明
治
期
刊
行
の
書
籍
を
分
類
番

号
順
に
着
手
。
古
筆
切
や
近
代
作
家
自

筆
原
稿
を
含
め
た
悉
皆
調
査
を
、
共
に

目
指
し
て
い
る
。

一
万
有
余
冊
と
い
う
貴
重
書
の
な
か

で
も
、
稀
少
な
古
写
本
を
含
む
源
氏
物

語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
質
髄
と
も
に
日

本
有
数
と
い
え
る
。
勅
撰
集
を
は
じ
め

と
す
る
歌
書
類
も
豊
富
で
、
平
安
か
ら

室
町
に
至
る
古
筆
切
も
逸
品
揃
い
で
あ

る
。
与
謝
野
晶
子
自
筆
草
稿
「
梗
概
源

寛
永
行
幸
記
巻
子
本
刊
三
軸

寛
永
初
期
刊
。
古
活
字
。
寛
永
三
年

九
月
の
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
へ
の
行

幸
絵
巻
。
本
文
の
み
な
ら
ず
行
列
の
人

物
も
木
駒
の
組
合
せ
、
い
わ
ゆ
る
絵
活

角

文
庫
紹
介
⑳
ｌ

鶴
見
大
学
図
書
館

’

氏
物
語
」
（
影
印
に
翻
印
・
解
説
を
付

し
同
館
よ
り
刊
行
）
、
森
志
げ
「
お
鯉

さ
ん
」
他
、
名
家
自
筆
物
の
収
蔵
で
も

知
ら
れ
る
。
な
お
ま
た
、
多
種
多
様
な

古
典
籍
類
・
近
現
代
の
原
本
等
、
孜
孜

収
集
に
努
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
書
き

添
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ら
の
一
端
を

窺
い
知
る
縁
と
し
て
、
「
特
定
テ
ー
マ

別
蔵
瞥
目
録
集
成
」
の
シ
リ
ー
ズ
刊
行

と
、
毎
年
三
、
四
回
催
さ
れ
る
特
別
展

示
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、

「
明
治
乃
聖
書
」
以
下
「
源
氏
物
語
」

『
日
本
の
瞥
目
江
戸
時
代
を
中
心
に
」

「
連
歌
の
本
」
「
往
来
物
」
等
、
既
刊
一

三
冊
。
後
者
は
、
本
年
一
月
で
百
回
を

数
え
た
企
画
展
で
、
第
九
二
回
以
降
の

展
観
リ
ス
ト
・
解
題
（
一
部
画
像
を
含

む
）
は
図
瞥
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。

館
蔵
の
貴
重
番
に
関
し
て
は
展
観
図

録
「
蕊
林
拾
葉
」
「
古
典
籍
と
古
筆
切
』

に
詳
し
い
が
、
両
書
の
解
説
・
図
版
の

全
画
像
フ
ァ
イ
ル
が
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

字
で
あ
る
。
本
書
は
『
古
活
字
版
の
研

究
」
に
い
う
第
二
種
ロ
本
に
あ
た
る
が
、

ロ
本
の
中
で
も
誤
植
の
訂
正
を
行
う
前

の
刷
り
で
あ
る
。
下
巻
第
二
紙
の
始
め

に
三
行
ほ
ど
の
破
損
欠
落
が
あ
る
。

戸、

さ
れ
て
い
る
他
、
冊
子
体
か
ら
ウ
ェ
プ

版
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
図
書
館
報
「
ア

ゴ
ラ
」
で
も
「
貴
重
書
紹
介
」
欄
が
新

た
に
設
け
ら
れ
、
「
万
葉
集
断
簡
」
（
金

沢
文
庫
切
・
一
幅
）
や
「
幸
田
露
伴
自

筆
原
稿
「
碗
久
物
語
筐
（
「
其
三
」
冒

頭
部
・
一
幅
）
が
閲
覧
で
き
る
。
現
在
、

全
文
画
像
が
提
供
さ
れ
て
い
る
貴
重
書

は
、
「
曽
我
物
語
」
二
二
巻
一
二
冊
・

江
戸
初
期
写
）
、
「
伊
勢
物
語
古
意
」

（
六
巻
六
冊
・
宝
暦
三
頃
写
、
中
村
秋

香
旧
蔵
・
穂
積
重
行
氏
寄
贈
）
の
二
点

だ
が
、
今
後
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
、
鶴
見
大
学
図
書
館
が
輔
力
的

に
進
め
て
お
ら
れ
る
電
子
化
サ
ー
ビ
ス

に
も
焦
点
を
あ
て
、
紹
介
を
お
こ
な
っ

た
。
デ
ジ
タ
ル
展
示
や
貴
重
書
画
像
デ

ー
タ
は
い
ず
れ
も
、
図
書
館
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
言
ｇ
く
こ
ご
国
昌
・
扇
屋
『
匡
ヨ
ー
と
．

胃
●
旨
三
頁
胃
冨
か
ら
リ
ン
ク
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
御
参
照
い
た

だ
き
た
い
。（
文
献
資
料
部
青
田
寿
美
）

〔
諸
国
官
名
〕
巻
子
本
刊
一
軸

慶
安
二
年
刊
。
二
五
・
八
×
四
四

二
・
五
糎
。
表
紙
欠
。
内
題
な
し
。
内

容
は
、
諸
国
、
京
条
里
、
官
名
な
ど
の

基
礎
知
識
を
昭
乗
の
筆
で
記
し
た
も
の
。
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て
に
を
は
不
知
狂
葛
巻
子
本
写
一
軸

後
補
金
色
牡
丹
唐
草
織
文
表
紙
、
外

題
な
し
。
料
紙
鳥
の
子
、
三
○
・
九
×

約
一
一
米
。
「
て
に
を
は
不
知
狂
寄
」

と
題
し
て
一
○
○
首
、
つ
い
で
二
首
あ

っ
て
、
さ
ら
に
「
百
首
之
追
歌
」
と
し

て
五
○
首
を
収
め
る
。
そ
の
後
「
老
篭

読
捨
」
と
題
し
「
云
捨
を
か
き
つ
け
置

は
腹
筋
や
よ
み
て
笑
も
な
く
さ
め
と
な

る
」
、
及
び
自
賊
（
末
尾
「
承
応
〈
甲

午
〉
年
四
月
十
八
日
賀
嶋
道
円
／
七
十

歳
而
綴
之
」
）
、
書
写
識
語
（
末
尾
「
年

号
月
日
同
前
矢
部
五
兵
衛
尉
書
之
」
）

あ
り
。
作
者
賀
島
道
円
（
一
五
八
五
～

一
六
七
一
）
は
曲
直
瀬
道
三
の
弟
子
で

尾
張
藩
医
。
そ
の
著
作
「
養
生
和
歌
百

首
」
は
こ
れ
ま
で
伝
本
が
知
ら
れ
ず
、

本
書
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
。
子
孫
へ

の
教
訓
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
道
歌

的
要
素
の
強
い
狂
歌
で
あ
る
。

「
伝
法
比
丘
昭
乗
書
之
以
与
小
童
子
実

（
花
押
こ
の
奥
書
と
「
慶
安
二
年
春
於

摂
州
富
田
刊
焉
」
の
刊
記
と
、
そ
の
後

に
「
藤
田
彩
雲
翁
」
の
自
署
と
朱
印
〔
栄

閑
〕
を
捺
す
。
松
花
堂
昭
乗
の
高
弟
藤

田
友
閑
が
師
匠
の
書
を
私
家
版
で
出
版

し
た
も
の
。
大
坂
の
出
版
の
早
い
例
。

師
伝
習
大
事
巻
子
本
写
一
軸

表
紙
な
し
。
料
紙
厚
手
楮
紙
。
一

八
・
七
糎
×
約
一
○
米
。
松
永
貞
徳
の

高
弟
で
あ
る
貞
門
の
俳
譜
師
、
山
本
西

武
（
一
六
一
○
～
八
二
か
）
自
筆
の
俳

譜
伝
書
。
和
歌
十
体
に
倣
っ
た
「
十
躰
」
、

や
・
て
・
し
・
見
ゆ
・
ら
ん
・
つ
つ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ニ
ヲ
ハ
、
発
句
の
六

義
な
ど
か
ら
成
る
。
奥
書
「
右
、
秘
し

て
同
門
た
り
と
云
共
見
す
る
事
有
間
敷
、

尤
他
見
不
及
申
、
努
々
相
伝
の
噂
も
か

た
り
申
間
敷
者
也
。
し
り
た
れ
は
と
て

度
々
右
の
て
に
を
は
な
と
有
ま
し
き
事

也
。
師
伝
々
在
如
件
。
濃
き
事
は
別
紙

に
有
。
／
延
宝
元
年
十
一
月
吉
日
無

外
軒
西
武
（
三
・
三
糎
朱
文
円
印
あ
り
。

印
文
不
明
）
」
（
句
読
点
を
補
う
）

若
む
ら
さ
き
小
本
刊
一
冊

紺
色
表
紙
。
一
五
・
九
×
二
・
二

糎
。
題
策
は
剥
落
。
二
十
三
丁
。
下
巻

欠
。
戸
田
茂
睡
編
の
歌
文
集
で
「
若
む

ら
さ
き
」
と
し
て
版
行
さ
れ
た
。
写
本

の
江
戸
の
地
誌
『
紫
の
一
本
」
に
も
収

め
ら
れ
る
。
上
野
洋
三
編
『
近
世
和
歌

撰
集
集
成
』
地
下
爾
に
よ
れ
ば
、
元
禄

四
年
正
月
、
江
戸
本
屋
伊
兵
衛
の
刊
行
。

了
然
尼
の
「
む
ら
さ
き
の
一
本
」
と

「
聞
番
歌
」
か
ら
成
る
。
前
者
は
了
然

尼
が
自
ら
の
美
顔
を
焼
き
損
じ
て
禅
門

/~、

に
帰
依
し
た
話
で
、
後
者
は
山
名
光
豊
、

清
水
宗
川
、
岡
本
宗
好
そ
の
他
、
武
家

を
中
心
と
し
た
江
戸
歌
人
の
歌
集
。
挿

絵
、
見
開
き
一
図
（
師
宣
風
）
、
半
丁

二
図
。

日
本
桃
蔭
比
事
大
本
刊
七
冊

藍
鼠
色
操
み
紙
表
紙
、
外
題
に
「
絵

入
」
と
角
書
。
刊
記
「
宝
永
六
〈
己
丑
〉

年
三
月
吉
祥
日
／
寺
町
通
五
条
上
ル

町
／
〈
玉
水
屋
〉
北
尾
八
兵
衛
板
行
」
。

浮
世
草
子
、
比
事
（
裁
判
）
も
の
、
作

者
不
詳
。
序
文
に
先
行
作
「
菓
陰
比
事
」

「
本
朝
桜
陰
比
事
」
「
鎌
倉
比
事
」
の
名

を
挙
げ
、
作
為
を
排
し
、
我
が
国
の
賢

君
の
恵
み
を
称
揚
す
る
と
い
う
。
短
編

四
九
話
を
収
録
す
る
が
、
全
て
ま
ず
訴

状
を
掲
げ
、
「
地
頭
」
が
裁
く
形
式
と

な
っ
て
い
る
。
新
収
本
は
刷
り
の
良
い

美
本
。
赤
木
文
庫
旧
蔵
。
（
ナ
４
１
６

３
６
１
１
～
７
）

百
さ
へ
つ
り
大
本
刊
一
帖

紺
色
地
に
金
で
若
松
霞
文
表
紙
。
二

五
・
四
×
一
八
・
八
糎
。
題
策
「
百
さ

へ
つ
り
」
。
画
帖
装
。
た
だ
し
現
在
は

背
が
破
損
し
、
折
帖
。
見
開
き
三
十
二

面
。
刊
記
は
「
番
林
東
都
通
油
町
南

側
蔦
屋
重
三
郎
梓
」
。
寛
政
八
年
睦
月
、

後
巴
人
亭
光
（
頭
光
）
序
。
挿
絵
は
六

ー､

図
。
絵
師
は
等
琳
、
俊
満
、
雲
峰
、
尚

峰
。
色
摺
り
絵
入
り
狂
歌
本
で
、
四
方

赤
良
（
大
田
南
畝
）
の
号
、
巴
人
亭
を

継
い
だ
頭
光
率
い
る
伯
楽
連
が
中
心
。

春
興
帖
と
し
て
の
性
格
を
備
え
、
挿
絵

も
「
餅
撞
き
」
「
常
陸
帯
之
神
事
」
「
細

工
は
し
め
」
「
朝
比
奈
」
「
船
乗
り
そ
め
」

「
紅
梅
」
な
ど
、
初
春
に
因
ん
だ
も
の

が
多
い
。
色
摺
り
版
画
の
粋
を
蒐
め
た
、

趣
味
溢
れ
る
画
帖
と
し
て
人
気
が
高
く
、

多
く
は
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
や
海
外
の
所

蔵
機
関
の
秘
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
当
該
本
は
、
挿
絵
、
狂
歌
本
文
と

も
揃
っ
て
い
る
が
、
乱
丁
が
あ
り
、
少

し
痛
み
も
目
立
つ
。
（
九
九
’
一
○
六
）

北
越
雪
譜
大
本
刊
七
冊

初
編
三
冊
、
天
保
七
年
九
月
、
大

坂
・
河
内
屋
茂
兵
衛
、
江
戸
・
丁
子
屋

平
兵
衛
刊
。
二
編
四
冊
、
同
一
三
年
正

月
、
上
記
に
大
坂
・
河
内
屋
喜
兵
衛
の

加
わ
っ
た
三
書
騨
刊
。
越
後
塩
沢
の
鈴

木
牧
之
が
著
し
、
編
集
・
刊
行
に
山
東

京
山
が
関
与
し
た
雪
国
百
科
。
新
収
本

は
初
印
形
態
を
良
く
留
め
た
美
本
で
、

暗
い
空
か
ら
舞
い
落
ち
た
雪
の
結
晶
を

見
事
に
視
覚
化
し
た
表
紙
や
、
薄
墨
を

多
用
し
た
挿
絵
の
祇
雪
の
表
現
な
ど
、

当
時
の
木
版
技
術
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

－13－



第62号 国文学研究資料館報 平成16年3月

一一一一一一一一

角 ＝陰昔一詫一●←皆△五

通常展示《和書のさまざま》のお知らせ

平成16年2月2日（月）～5月中旬（予定）

◎午前10時～午後4時30分．土日祝日は休館

◎入場無料

昭和59年以来恒例となりました通常展示く和書のさま

ざま》は、日本古典籍のいろいろな様態を紹介する書

誌学入門的な展示として、毎年工夫を重ねております。

和書の装訂や書型、写本や版本のありようを、多角的

な構成で御覧いただきます。この展示が、古典籍への

親しみを増していただく好機となれば幸いです。

※展示予定書目：源氏物語（正徹本）・伊勢物語髄脳

(高乗勲文庫）・寛永行幸記（古活字版／覆古活字版）

・元亨釈書（寛永初年頃刊）・小紋雅話（新収資料、

本誌10頁参照）・北越雪譜（新収資料）など、約90点。

へ

一一一一

日
本
文
学
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺

野
村
純
一
（
國
學
院
大
學
教
授
）

伊
井
春
樹
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

荒
木
浩
（
大
阪
大
学
大
学
院
助
教
授
）

幻
昌
冨
の
胃
陥
閻
昌
喝
（
上
智
大
学
比

較
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）

Ｑ
国
ユ
厨
己
の
弓
○
鹿
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

小
磯
千
尋
（
東
海
大
学
非
常
勤
講
師
）

斎
藤
壽
始
子
（
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
誹
師
）

旨
。
冨
巴
弓
呉
ｇ
具
明
治
学
院
大
学
教
授
）

岡
雅
彦
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

松
村
雄
二
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

大
筒
洋
司
（
国
文
学
研
究
賓
料
館
教
授
）

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

日
本
文
学
の
視
覚
的
享
受
史

伊
井
春
樹
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

池
田
忍
（
千
葉
大
学
文
学
部
助
教
授
）

今
西
裕
一
郎
（
九
州
大
学
大
学
院
教
授
）

徳
田
和
夫
（
学
習
院
女
子
大
学
教
授
）

徳
原
茂
実
（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
）

冨
言
冨
巴
弓
煙
厨
目
（
明
治
学
院
大
学
教
授
）

蔵
中
し
の
ぶ
（
大
東
文
化
大
学
教
授
）

旨
冒
ｇ
ｇ
の
貝
閂
（
立
命
館
大
学
客

員
助
教
授
）

久
保
木
秀
夫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

ざ
呂
目
切
冨
５
８
弓
（
国
文
学
研
究

資
料
館
客
員
助
教
授
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
）

平
成
一
五
年
度
共
同
研
究
追
加

へ

古
典
籍
の
分
類
に
関
す
る
総
合
研
究

石
川
真
弘
（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教
授
）

井
上
宗
雄
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）

岡
崎
久
司
（
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
）

櫛
笥
節
男
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
）

小
坂
昌
（
国
立
国
会
図
書
館
）

柴
田
光
彦
（
国
立
博
物
館
客
員
研
究

員
・
元
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
）

高
田
時
雄
（
京
都
大
学
教
授
）

堤
精
二
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名

誉
教
授
）

長
島
弘
明
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

中
野
三
敏
（
福
岡
大
学
教
授
）

名
和
修
（
陽
明
文
庫
文
庫
長
）

松
野
陽
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
長
）

谷
川
恵
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

田
渕
句
美
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

落
合
博
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

松
村
雄
二
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

安
永
尚
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

中
村
康
夫
（
国
文
学
研
究
査
料
館
教
授
）

大
高
洋
司
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

鈴
木
淳
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

江
戸
英
雄
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

伊
藤
鉄
也
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

シ
昌
冨
丙
富
国
目
（
国
文
学
研
究
資
料
館

客
員
助
教
授
、
ネ
ー
ル
大
学
準
教
授
）
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・
委
員
会
日
誌
。

６
月
娼
日
将
来
構
想
委
員
会

６
月
別
日
図
書
選
定
小
委
員
会

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
監
修
員
会
議

６
月
釦
日
文
献
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
小

委
員
会

７
月
７
日
広
報
誌
小
委
員
会

７
月
８
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
委
員
会

７
月
ｎ
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

７
月
Ⅳ
日
将
来
構
想
委
員
会

７
月
犯
日
図
書
選
定
小
委
員
会

７
月
釦
日
図
書
資
料
委
員
会

８
月
８
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

委
員
会

９
月
９
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
委
員
会

９
月
ｎ
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

９
月
肥
日
辮
演
会
・
展
示
会
等
小
委
員
会

９
月
型
日
将
来
構
想
委
員
会

９
月
妬
日
図
番
選
定
小
委
員
会

皿
月
皿
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
委
員
会

皿
月
晦
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

彙
報

如
月
型
日
公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
小

委
員
会

ｎ
月
４
日
蕊
演
会
・
展
示
会
等
小
委
員
会

ｎ
月
７
日
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
委
員
会

図
書
選
定
小
委
員
会

ｎ
月
ｎ
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

ｎ
月
週
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

委
員
会

皿
月
肥
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
入
学
者
選
抜
委
員
会

ｎ
月
四
日
将
来
櫛
想
委
員
会

ｎ
月
加
日
公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
小

委
員
会

廻
月
２
日
広
報
誌
小
委
員
会

哩
月
４
日
公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
小

委
員
会

吃
月
９
日
移
転
問
題
検
討
委
員
会

図
書
選
定
小
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
委
員
会

貴
重
書
指
定
小
委
員
会

哩
月
ｎ
日
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

吃
月
略
日
辮
演
会
・
展
示
会
等
小
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
入
学
者
選
抜
委
員
会

吃
月
肥
日
移
転
問
題
検
討
小
委
員
会

吃
月
妬
日
移
転
問
題
検
討
小
委
員
会

P，

・
運
営
協
溌
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
・

平
成
巧
年
、
月
創
日
（
金
）
の
平
成
喝

年
度
第
１
回
運
営
協
議
員
会
で
は
、
教

官
人
事
及
び
法
人
化
に
向
け
た
組
織
改

組
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

・
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
・

平
成
巧
年
廻
月
廻
日
（
金
）
の
平
成
喝

年
度
第
２
回
評
議
員
会
で
は
、
法
人
化

に
向
け
た
組
織
改
組
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

・
外
国
出
張
・

谷
川
恵
一
・
久
保
木
秀
夫

中
野
真
麻
理

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
パ
リ
東
洋
語
図
書
館
所
蔵

和
刻
古
典
籍
の
調
査

期
間
平
成
喝
年
７
月
６
日
～

平
成
巧
年
７
月
晦
日

安
藤
正
人

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究
な
ら
び
に
「
圧
政
と

ア
ー
カ
イ
プ
ズ
」
国
際
会

議
で
の
報
告
の
た
め
。

期
間
平
成
鴫
年
７
月
賜
日
～

平
成
巧
年
７
月
”
日

加
藤
聖
文

渡
航
先
台
湾

~、

目
的
在
中
・
在
台
日
本
人
送
還

に
関
す
る
中
華
民
国
史
料

の
収
集
及
び
調
査

期
間
平
成
喝
年
８
月
灯
日
～

平
成
晦
年
８
月
沁
日

堀
川
貴
司

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
図
書
の
調
査
・
番
影
の
収
集

期
間
平
成
賜
年
８
月
四
日
～

平
成
賜
年
８
月
型
日

岡
雅
彦

渡
航
先
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
オ
ラ
ン

ダ
・
連
合
王
国
・
フ
ラ
ン

ス
共
和
国

目
的
在
欧
江
戸
初
期
出
版
資
料

の
調
査

期
間
平
成
賜
年
８
月
卯
日
～

平
成
巧
年
９
月
１
日

西
山
義
昭
・
岩
村
と
き
わ

渡
航
先
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
オ
ラ
ン

ダ
・
連
合
王
国
・
フ
ラ
ン

ス
共
和
国

目
的
在
欧
の
江
戸
初
期
出
版
資

料
の
調
査
・
収
集
に
関
す

る
事
務
打
合
せ
及
び
各
機

関
視
察

期
間
平
成
巧
年
８
月
加
日
～

平
成
巧
年
９
月
１
日

相
田
満

渡
航
先
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
・
ハ
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ン
ガ
リ
ー
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

に
関
す
る
調
査
・
研
究
・

期
間
平
成
巧
年
８
月
型
日
～

平
成
巧
年
９
月
８
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ス
ロ
バ
キ
ア

目
的
外
国
語
に
よ
る
日
本
文
学

研
究
文
献
の
調
査
研
究

期
間
平
成
鴫
年
８
月
型
日
～

平
成
巧
年
９
月
３
日

安
藤
正
人

渡
航
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地
に

お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
政
策

と
記
録
伝
存
過
程
の
研
究
に

関
わ
る
史
料
調
査
と
収
集
な

ら
び
に
情
報
交
換

期
間
平
成
巧
年
８
月
妬
日
～

平
成
巧
年
８
月
釦
日

］
易
自
画
の
冨
易
８
言

渡
航
先
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
連
合
王
国

・
カ
ナ
ダ

目
的
弓
冨
己
昼
冒
房
昌
画
毎
呂
巴

９
『
号
愚
胃
の
９
房
の
国
ど
の

へ
の
参
加
等
の
た
め

期
間
平
成
巧
年
８
月
妬
日
～

平
成
巧
年
９
月
加
日

武
井
協
三
・
江
戸
英
雄

渡
航
先
ポ
ー
ラ
ン
ド

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

に
関
す
る
調
査
・
研
究

期
間
平
成
鴫
年
８
月
”
日
～

平
成
晦
年
９
月
２
日

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
米
国
議
会
図
書
館
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館

に
お
け
る
日
本
古
典
籍
の

分
類
の
現
状
調
査

期
間
平
成
喝
年
８
月
鋤
日
～

平
成
賜
年
９
月
７
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
研
究
資
料
館
の
資
源

共
有
シ
ス
テ
ム
と
ご
○
バ
ー

ク
レ
イ
の
因
。
シ
目
ク
リ
ア
リ

ン
グ
ハ
ウ
ス
と
の
連
携
に

関
す
る
研
究
・
打
合
せ

期
間
平
成
巧
年
９
月
３
日
～

平
成
巧
年
９
月
吃
日

山
田
直
子

渡
航
先
台
湾

目
的
台
湾
に
お
け
る
日
本
古
典

籍
の
所
在
調
査
と
研
究

期
間
平
成
賜
年
９
月
略
日
～

角

松
野
陽
一

渡
航
先
台
湾

目
的
調
査
・
収
集
に
関
す
る
交

渉
及
び
日
本
古
典
籍
調
査

期
間
平
成
巧
年
９
月
略
日
～

平
成
巧
年
９
月
肥
日

安
永
尚
志

渡
航
先
ド
イ
ツ

目
的
科
研
費
基
盤
研
究
⑧
に
基

づ
く
古
典
作
品
の
多
重
言

語
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
パ
ス
に

関
す
る
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
研
究

期
間
平
成
巧
年
９
月
幻
日
～

平
成
賜
年
加
月
２
日

鈴
木
一
正

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
第
皿
回
日
本
資
料
専
門
家

欧
州
協
会
年
次
会
議
出
席

の
た
め

期
間
平
成
晦
年
９
月
犯
日
～

平
成
喝
年
９
月
羽
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
外
国
語
に
よ
る
日
本
文
学

研
究
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
関
す
る
調
査
研
究

及
び
打
合
せ

期
間
平
成
喝
年
９
月
認
日
～

平
成
巧
年
、
月
即
日

戸、

平
成
賜
年
９
月
調
日

野
本
忠
司

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
冨
日
の
目
目
《
貝
に
お
い
て

研
究
成
果
の
発
表
を
行
う

期
間
平
成
巧
年
９
月
羽
日
～

平
成
喝
年
９
月
調
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア

目
的
地
震
史
料
の
電
子
化
と
震

度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
櫛
築
に

関
す
る
調
査

期
間
平
成
巧
年
９
月
詔
日
～

平
成
鴫
年
皿
月
５
日

松
野
陽
一

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
日
本
語
文
学
会
講
演

等
の
た
め

期
間
平
成
巧
年
加
月
皿
日
～

平
成
巧
年
加
月
週
日

岡
雅
彦
・
青
田
寿
美

和
田
恭
幸

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
漸
江
図
番
館
及
び
上
海
図
書

館
所
蔵
日
本
古
典
籍
の
調
査

期
間
平
成
巧
年
皿
月
妬
日
～

平
成
晦
年
ｎ
月
１
日

堀
川
貴
司

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
斯
江
図
播
館
所
蔵
日
本
古
典
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籍
の
調
査

期
間
平
成
晦
年
ｎ
月
配
日
～

平
成
通
年
加
月
豹
日

松
野
陽
一

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
漸
江
図
番
館
所
蔵
日
本
古
典

籍
の
調
査

期
間
平
成
巧
年
ｎ
月
妬
日
～

平
成
巧
年
皿
月
釦
日

安
藤
正
人
・
加
藤
聖
文

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究
に
関
わ
る
史
料
調
査

と
収
集
な
ら
び
に
情
報
交

換

期
間
平
成
巧
年
皿
月
”
日
～

平
成
鴫
年
ｎ
月
３
日

丑
木
幸
男

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地
に

お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
政
策

と
記
録
伝
存
過
程
の
研
究
に

関
わ
る
史
料
調
査
と
収
集
な

ら
び
に
傭
報
交
換

期
間
平
成
巧
年
ｎ
月
副
日
～

平
成
賜
年
ｎ
月
３
日

原
正
一
郎

渡
航
先
タ
イ
王
国

目
的
目
冨
顧
昌
邑
鼠
瞥
冒
貴
凰

○
ｏ
易
◎
再
旨
昌
（
勺
冨
○
）

エ
ョ
ョ
匡
巴
○
．
冒
貯
『
の
宮
。
の

自
己
］
ｇ
昌
巨
の
ｇ
言
い
へ

の
参
加
と
研
究
発
表

期
間
平
成
晦
年
ｎ
月
６
日
～

平
成
晦
年
ｎ
月
９
日
．

松
村
雄
二

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
己
○
Ｆ
シ
で
行
わ
れ
る
ア
メ

リ
カ
日
本
文
学
研
究
学
会

「
シ
］
Ｆ
巴
（
９
９
）
に
キ

ー
マ
ン
と
し
て
研
究
発
表

す
る
た
め

期
間
平
成
巧
年
ｎ
月
加
日
～

平
成
賜
年
皿
月
妬
日

相
田
満
・
江
戸
英
雄

渡
航
先
台
湾

目
的
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
台
湾

か
ら
見
た
日
本
文
学
」
で

の
講
演
（
成
果
発
表
）
及

び
台
湾
在
住
日
本
文
学
研

究
者
と
の
交
流
・
研
究
打

合
せ

期
間
平
成
晦
年
ｎ
月
塑
日
～

平
成
巧
年
ｎ
月
弱
日

安
永
尚
志

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
・
連
合

王
国

目
的
資
源
共
有
化
の
た
め
の
国
際

P,

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究

期
間
平
成
巧
年
ｎ
月
型
日
～

平
成
晦
年
吃
月
３
日

鈴
木
淳

渡
航
先
連
合
王
国
・
ド
イ
ツ

目
的
イ
ギ
リ
ス
大
英
図
書
館
所

蔵
の
日
本
古
典
籍
お
よ
び

ド
イ
ツ
、
ケ
ル
ン
の
プ
ル

ヴ
ェ
ラ
ー
家
所
蔵
の
絵
本

調
査

期
間
平
成
巧
年
ｎ
月
妬
日
～

平
成
巧
年
四
月
６
日

大
友
一
雄
・
安
藤
正
人

渡
航
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

目
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け

る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
シ
ス
テ

ム
の
調
査
お
よ
び
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
立
文
書
館
所

蔵
日
本
企
業
記
録
の
調
査

期
間
平
成
巧
年
、
月
羽
日
～

平
成
賜
年
吃
月
皿
日

岡
雅
彦
・
堀
川
貴
司

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
北
京
大
学
図
書
館
及
び
北

京
図
書
館
所
蔵
和
刻
本
の

調
査

期
間
平
成
巧
年
廻
月
副
日
～

平
成
晦
年
吃
月
弱
日

加
藤
聖
文

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国 戸､

目
的
中
国
所
在
日
本
人
引
揚
関
係

史
料
の
鯛
査
お
よ
び
収
集

期
間
平
成
賜
年
哩
月
犯
日
～

平
成
賜
年
吃
月
妬
日

人
事
異
動

（
平
成
晦
年
９
月
～
平
成
蝿
年
１
月
）

○
平
成
巧
年
９
月
１
日
付
け

外
国
人
研
究
員

研
究
情
報
部
客
員
助
教
授

（
略
．
３
．
劃
ま
で
）

カ
ン
ナ
ア
ニ
タ

（
ネ
ー
ル
大
学
準
教
授
）

○
平
成
巧
年
９
月
釦
日
限
り

併
任
任
期
満
了

文
献
資
料
部
第
五
文
献
資
料
室

前
期
併
任
助
教
授
齋
藤
希
史

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

助
教
授
）

○
平
成
巧
年
如
月
１
日
付
け

併
任

文
献
資
料
部
第
五
文
献
資
料
室

後
期
併
任
助
教
授
山
本
秀
樹

（
岡
山
大
学
文
学
部
助
教
授
）

○
平
成
聡
年
１
月
１
日
付
け

転
出

整
理
閲
覧
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
悩
報
サ

ー
ビ
ス
係
消
水
律
子

（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
図
書
掛

へ
）
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古典籍総合目録データベース公開

’2月より標記のデータベースを公開しました。その概要等についてお知らせします。

|概要

｜このデー ﾀべー ｽは、日本古典籍(慶応4年までに日本人が著・編･撰・訳等した書籍)の総合目録デ｜
‘－タベースです。『古典籍総合目録」（当館編、岩波書店1990年刊）収載データ、及びその後の追加を合I

iわせ.約18万件のデーﾀを収録しています｡主に個書総目録｣(岩波脅店1963.1172年刊補訂版19811
il991年刊）に未収載のデータを、全国の図書館・文庫等の所蔵目録から採録しています。

｜データの採録及び公開をご許可いただいた所蔵者の方には、この場を借りてお礼申し上げます。

|剰用方法
｜インターネットのプラウザで下記のURLを指定してください。

IM":/'､…jl.acjp'穂｡"側′
｜当館のホームページ(http://www.nijl.ac.jp/)からも利用できます。〈電子資料館／データベース〉の！

｜古典籍総合目録を選択してください。

｜初めての方は利用申請をして､利用者IDとパスワードを取得してください｡利用者IDとバｽﾜー ドは、i

l「国番基本データベース（著作編)」と共通のものになっています。（｢国書基本データベース（著作編)」｜

｜の利用者IDとパスワードをお持ちの方はそれを使用できます｡）

1検索画面古典籍総合目録の検索

露内外に存在する古典輯の罵在目録データベースです．

’
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角
／

『
ｉ
‐
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
！
ｉ
・

一
◆
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
・
和
古
書
目
録
デ
畑
壁

一
Ｉ
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
更
新
に
つ
い
醜
茨
堅

一
て
獅
中
一

一
こ
の
た
び
、
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
・
和
畑
愛
』

一
古
瞥
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
犯
正
鈍

一
を
更
新
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
、
約
六
、
那
蚤

一
○
○
○
件
の
新
規
デ
ー
タ
の
追
加
と
既
訓
福
さ

一
存
デ
ー
タ
の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。
今
”
四
宮

一
回
、
追
加
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の
庫
）

一
デ
ー
タ
の
所
蔵
者
は
、
三
九
所
蔵
者
鋤
名
一

一
（
文
庫
）
で
、
所
蔵
者
名
、
文
庫
番
号
湖
ノ
．

一
は
次
の
と
お
り
で
す
。
＊
印
は
新
規
の
属
雨

一
所
蔵
者
で
す
。
畑
仙
久

一
文
庫
胸
所
蔵
者
名
郷
杵
蜂

一
６
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
測
篠
坐

一
７
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
神
宮
村
）

一
皇
学
館
文
庫
）
籾
進

一
釦
宮
内
庁
書
陵
部
究
｛

一
妬
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
沼
費

一
鱒
岩
国
徴
古
館
竹
鷺

一
卵
八
戸
市
立
図
書
館
泌
査

一
加
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
妬
＊
八

一
浬
三
原
市
立
図
書
館
柾
堂

一
泌
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
北
岡
文
位
善
庁

一
庫
）
池
＊
一

一
簸
新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
（
牧
野
文
陥
杢

一
庫
）
副
新
一

一
加
弘
前
市
立
図
書
館
昭
初
一

一
《
咽
″
″
】
一
Ｆ
朋
凹
⑫
１
－
に
叶
日
一
■
Ⅱ
■
・
’
１
一
臼
田
一
■
■
亭
呈
司
『
■
０
４
α
Ｐ
ｒ
少
■
″
〃
Ｊ
４
月
Ｉ
も
画
画
仔
Ｕ
Ｉ
Ⅱ
■
〃
』
尹
・
■
■
″
傍
字一

一
》

ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
６
０
６
０
０
０
０
６
０
０
０
９
６
０
９
０
０
‘
Ｕ
０
Ｂ
０
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
０
■
０
０
０
８
０
０
０
０
０
８
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
．
０
０
０
０
０
０
９
６
り
０
６
０
０
９
０
０
Ｈ
０
０
０
０
ｐ
ｏ
ｐ
Ｄ
Ｂ
０
０
０
り
０
０
０
０
日
０
０
Ｂ
０
０
Ｄ
０
０
０
Ｂ
０
■
０
日
０
０
０
９
０
９
０
０
０
０
０
０
日

０
６
０
０
０
０
０
０
８
９
８
０
Ｄ
Ｄ
０
０
０
８
０
Ｂ
６
０
０
り
Ｂ
０
ｂ
０
０
Ｂ
０
Ｂ
Ｂ
０
８
０
０
■
０
日
０
■
８
０
８
０
０
■
０
０
０
０
■
０
０
０
８
■
０
８
０
８
０
０
８
８
８
０
８
０
８
０
０
０
４
６
０
０
４
ｉ
Ｉ
０
４
８
０
１
６
０
０
０
０
０
０
０
８
０
６
０
６
０
６
ｏ
６
Ｄ
Ｂ
Ｕ
Ｏ
Ｂ
０
０
Ｂ
Ｄ
Ｂ
０
０
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
■
■
■
０
日
■
■

Ｍ
＊
灰
谷
純
一
郎
写
二
冊
）

盛
岡
市
中
央
公
民
館
旭
＊
藤
川
柳
太
郎
・
徒
然
草
嫌
評
判
（
寛
文
十
二
年
刊
一

中
京
大
学
図
書
館
刻
祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・
百
さ
へ
つ
り
（
寛
政
八
年
刊
一
冊
）
三

茨
城
県
立
歴
史
館
布
益
田
家
二
冊
）

愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館

正
教
蔵
文
庫
◆
新
指
定
の
貴
重
書
、
特
別
コ
レ
ク
シ
．
「
日
本
漢
詩
文
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一

＊
板
柳
町
（
松
山
宗
平
）
ヨ
ン
（
中
村
真
一
郎
旧
蔵
）
」
に
中
村
真
一
一

福
島
県
立
図
書
館
今
回
、
次
の
資
料
が
新
た
に
貴
重
書
郎
自
筆
の
「
江
戸
漢
詩
に
関
す
る
創
一

四
国
大
学
附
属
図
書
館
（
凌
将
文
と
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
追
加
指
定
）
作
ノ
ー
ト
」
（
写
一
冊
）
を
追
加
一

庫
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
。

名
古
屋
市
博
物
館
貴
重
書
は
一
○
五
点
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
〈
貴
重
書
〉
〈
特
別
コ
レ
ク
シ
ー

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ヨ
ン
〉
の
閲
覧
に
は
、
「
貴
重
書
等
閲
一

属
図
書
館
お
り
一
○
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
覧
許
可
願
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一

仙
台
市
民
図
瞥
館
〈
貴
重
書
〉

杵
築
市
立
図
番
館
・
お
も
は
く
野
合
（
延
宝
九
年
刊
一
冊
）

篠
山
市
教
育
委
員
会
（
青
山
歴
史
・
古
今
和
歌
集
序
聞
書
（
天
文
十
五
年

＊
東
京
大
学
文
学
部
宗
教
史
学
研

究
室
＊
秋
山
農

＊
池
田
三
枝
子

＊
柏
屋
別
荘

＊
金
子
金
治
郎

＊
雲
英
末
雄

善
通
寺

＊
某
家
６
（
広
島
）

＊
友
久
武
文

新
田
神
社

初
瀬
川
文
庫

開室及び休室日一覧

(16.4.1～16.9.30)

○印は休室日

■複写受付時間
9：30～15：30

■閲覧時間
9：00～17：00

4 5

日月火水木金±日月火水木金土

12③①
④56789⑩②③④⑤67③
⑪1213141516⑰⑨1011121314
⑬1920212223⑳1718192021⑳

蕊25262728,⑮262728⑳⑳

P，

6 7

日月火水木金土日月火水木金土

1234⑤12③
⑥7891011⑫④56789
⑬1415161718⑲⑪1213141516⑰
⑳2122232425⑳⑬⑲20212223
⑳2829⑳⑳26272829⑳⑳

土
④
⑪
⑬
⑳

金
３
扣
打
誤

木
２
９
帽
⑳
⑳

９
水
１
８
幅
空
翠

火
７
艸
創
串

月
６
個
⑳
幻

日
⑤
⑫
⑲
⑳

土
⑦
⑭
⑳
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第62号 国文学研究資料館報 平成16年3月

平成16年度春・夏季学会①事務局②開催日③会場
（詳細は当館ホームページhttpg//www.nijLac.jp/「学会悩報」参照）

解釈学会①〒113-8622文京区本駒込5･169学会センターC21日本学会事務センター内03.5814-5810@8月24日③未定
楽劇学会①〒lOl-0051千代田区神田神保町3･6能楽番林ビル内03.5275.7767gakugeki@popO7.odn.ne.jp②未定③未定
訓点語学会①〒1550032世田谷区代沢1-20-lOfaxO3.3487-4891@5月21日③実践女子大学
芸能史研究会①〒"2GO855京都市上京区河原町荒神口下る上生洲町221キトウビル303号075251-2371

②6月6日③キャンパスプラザ京都
計量国語学会①〒167-8585杉並区善福寺2東京女子大学3号館3118号室内03-53826339@9月ll日③東京工業大学
古事記学会①〒466.8666名古屋市昭和区八事本町lOl-2中京大学文学部国文学研究室内052.832-2151If@

②6月12日～14日③梅花女子大学
上代文学会①〒112.8606文京区白山5-2820東洋大学文学部日本文学文化学科大久保研究室03-3945-7367

②5月15～17日③奈良女子大学
昭和文学会①〒101-00"千代田区猿楽町2-2-5笠間書院内03-32951331@6月12日③日本大学経済学部
脱話・伝承学会①〒606-8588京都市左京区岩倉木野町137京都精華大学人文学部人文学科堤邦彦研究室内075-702-5226

②5月1．2日③天理大学
説話文学会①〒169-8050東京都新宿区西早稲田l-6-l早稲田大学教育学部小林保治研究室内faxO3-5272.4435

②7月3．4日③早稲田大学
全国大学国語教育学会①〒305.8572つくば市天王台1.1-l筑波大学教育学系人文科教育学研究室029-853-6733

②5月29.30日③千葉大学
全国大学国語国文学会①〒1010064千代田区猿楽町1-3-l㈱おうふう気付03-3294-0857@6月5～7日③早稲田大学
中古文学会①〒191-8510日野市大坂上4-l-l実践女子大学文学部横井研究室内042-585-8835mxO42-585.8847

②5月22.23日③東京大学本郷キャンパス
中世文学会①〒150-8366渋谷区渋谷4.4･25青山学院大学文学部日本文学科佐伯真一研究室内03-3409.7731

②5月29～31日③成躍大学
日本演劇学会①〒5"-8532豊中市待兼山町l-5大阪大学大学院文学研究科演劇学研究室内06."50-6111

“月25～27日③早稲田大学
日本音声学会①〒113-8622文京区本駒込5-169日本学会事務センター内03･5814-5810

②9月25.26日③東京外国語大学
日本歌鍋学会①〒340-0042草加市学園町l-1獅協大学外国語学部言語文化学科飯島一彦研究室内048.943.1039(fax兼用）

②5月15･16日③東京純心女子大学
日本近世文学会①〒102.8357千代田区三番町12大妻女子大学文学部江本裕研究室内03-5275-6028

②6月12～14日③東洋大学白山校舎
日本近代文学会①〒169.8050新宿区西早稲田l-6-l早稲田大学教育学部東郷克美研究室内03.5286-15"

事務取扱〒ll3-8622文京区本駒込5169日本学会事務センター内03.5814-5810@5月22･23日③駒澤大学
日本言鴎学会①〒602.8048京都市上京区下立売通小川東入075415-3661@6月19.20日③東京学芸大学
日本口承文芸学会①〒150.8440渋谷区東4-lO.28國學院大学文学部伝承文学研究室内03-5466-0224

②6月5.6日③和洋女子大学
日本雷学会①〒113-0033文京区本郷7-3-l東京大学文学部国語研究室内03.5841-3813事務取扱〒1130033文京区本郷

l-13-7日吉ハイツ40403･5802.0615@5月22.23日③実践女子大学
日本語教育学会①〒101-0065千代田区西神田24-1東方学会新館03-3262-4291@5月22･23日③東海大学
日本国霞教育学会①〒112.0012文京区大塚3-29-1日本教育研究連合会第3研究室内03-3941-3420

②8月9.10日③青山学院大学（予定）
日本社会文学会①〒840･8502佐賀市本庄l佐賀大学文化教育学部日本・アジア文化講座0952.28-8221

②6月12･13日③日本女子大学
日本比較文学会①〒594-ll98和泉市まなび野1-l桃山学院大学文学部国松夏紀研究室内072554-3131

②6月26.27日③東洋大学白山校舎
日本文学協会①〒l70-0005豊島区南大塚2.17.1003-3941.2740@7月28日③仏教大学
日本文学風土学会①〒102-8336千代田区三番町616二松学舎大学文学部国文学科研究室

②6月19日③二松学舎大学九段校舎
日本文芸研究会①〒980-8576仙台市青葉区川内東北大学文学部国文学研究室内022-217.5957

②6月5.6日③宮城学院女子大学
日本文体鴎学会①〒110.M4台東区下谷l-5-34三修社内03.3842-1711@6月26.27日③中央大学（予定）
日本方言研究会①連絡先l〒llW620北区西が丘3-9-14国立国語研究所気付03-5993-7653(fax共）連絡先2〒560.8532

豊中市待兼山町l.5大阪大学大学院文学研究科社会言語学(真田）研究室気付06･6850-5134(fax共）
②5月21日③実践女子大学

能楽学会①〒1638050新宿区西早稲田l-61早稲田大学坪内博士記念演劇博物館内03-5286-1829
②3月14.15日③早稲田大学文学部

表現学会①〒101-m64千代田区猿楽町l-3-1㈱おうふう気付03.3295-8774faxO3-3295-8778
②6月5.6日③明治大学駿河台キャンパス

仏教文学会①〒㈹5号8501京都市東山区今熊野北日吉町35京都女子大学国文研究室内075531-9070
②6月5.6日③立正大学

美夫君志会①〒466.8666名古屋市昭和区八事本町101-2中京大学文学部国文学研究室内052.832-2151㈹
②6月26.27日③中京大学

物語研究会①〒113M21束京都文京区本駒込67-10藤井貞和方03-3947.6309fSdkz@nifty.com②未定③未定
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